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はじめに

このドキュメントでは、SPARCベースのシステムおよび x86ベースのシステムの
Oracle Solaris Cluster 4.1およびOracle Solaris Cluster Geographic Edition (Geographic
Edition) 4.1ソフトウェアの製品機能、要件、および制限について説明します。ま
た、公開されている不具合やその他の既知の問題についても説明します。

このドキュメントは、Oracleのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を
持っている上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使
用しないでください。

このドキュメントの手順は、Oracle Solarisオペレーティングシステムの知識
と、Oracle Solaris Clusterソフトウェアと使用するボリューム管理ソフトウェアに関
する専門知識を前提としています。

Bashは、Oracle Solaris 11のデフォルトのシェルです。Bashシェルのプロンプトに示
されているマシン名は、意味を明確にするために表示されています。

UNIXコマンド
このドキュメントでは、Oracle Solaris Clusterデータサービスのインストールと構成
に固有のコマンドについて説明します。このドキュメントでは、UNIXの基本的なコ
マンドや手順 (システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)について
は説明していません。基本的なUNIXコマンドに関する情報および手順について
は、以下を参照してください。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
■ Oracle Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
■ システムに付属するその他のソフトウェアドキュメント
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表記上の規則
このドキュメントでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用
します。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダー:実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 参照する書名を示します。 『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照ください。

キャッシュはローカルに保存さ
れているコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:強調表示されたいくつかの項
目はオンラインで太字で表示さ
れます。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表は、Oracle Solaris OSに含まれるシェルのUNIXシステムプロンプトと
スーパーユーザーのプロンプトを示しています。コマンドの例では、一般
ユーザーと権限を持つユーザーのどちらがコマンドを実行する必要があるのかを
シェルプロンプトで示しています。

表P–2 シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

はじめに
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表 P–2 シェルプロンプトについて (続き)
シェル プロンプト

スーパーユーザーの Bashシェル、Korn
シェル、および Bourneシェル

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

関連ドキュメント
関連するOracle Solaris Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すドキュメ
ントを参照してください。Oracle Solaris Clusterのすべてのドキュメントは、http://

www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.htmlで入手可能です。

項目 ドキュメント

ハードウェアの設置と管理 『Oracle Solaris Cluster 4.1 Hardware Administration Manual』

各ハードウェア管理ガイド

概念 『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』

ソフトウェアのインストール 『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』

データサービスのインストール
と管理

『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』および個々のデータサービスガイド

データサービスの開発 『Oracle Solaris Cluster Data Services Developer’s Guide』

システム管理 『Oracle Solaris Clusterシステム管理』

『Oracle Solaris Cluster Quick Reference』

ソフトウェアアップグレード 『Oracle Solaris Cluster Upgrade Guide』

エラーメッセージ 『Oracle Solaris Cluster Error Messages Guide』

コマンドと関数のリファレンス 『Oracle Solaris Cluster Reference Manual』

『Oracle Solaris Cluster Data Services Reference Manual』

『Oracle Solaris Cluster Geographic Edition Reference Manual』

『Oracle Solaris Cluster Quorum Server Reference Manual』

互換性のあるソフトウェア Oracle Solaris Clusterの互換性に関するガイド (Oracle Solaris
Clusterの技術リソースページから入手可能)

はじめに
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Oracle Supportへのアクセス
Oracleのユーザーは、My Oracle Supportを介して電子的サポートにアクセスできま
す。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoにアクセス
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsにアクセスしてください。

問い合わせについて
Oracle Solaris Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合
は、ご購入先に連絡し、次の情報をお伝えください。

■ 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
■ 会社名、住所、および電話番号
■ システムのモデル番号とシリアル番号
■ オペレーティング環境のリリース番号 (例: Oracle Solaris 11)
■ Oracle Solaris Clusterのバージョン番号 (例: Oracle Solaris Cluster 4.1)

次のコマンドを使用し、システムに関して、サービスプロバイダに必要な情報を収
集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を
表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

pkg list インストールされているパッケージを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

/usr/cluster/bin/clnode show-rev -v 各ノードのOracle Solaris Clusterのリリースおよ
びパッケージのバージョン情報を表示します

/var/adm/messagesファイルの内容も用意してください。

改訂履歴
次の表は、このドキュメントの初版リリース以降に改訂または追加された情報を示
しています。表には、これらの変更の改訂日も示されています。

はじめに
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改訂日 新しい情報

2012年 12月 グローバルクラスタでのOracle RACデータサービスのサポートが追加
されました。

2013年 2月 Siebelデータサービスのサポートが追加されました。

Oracleが提供するデータレプリケーションの Sun ZFS Storage Appliance
でのサポート対象として、Oracle Solaris ZFS Volume Managerが追加され
ました。

Geographic EditionではOracle Solarisバージョン 11.1が必要であるとい
う誤った要件が削除されました。

Upgrade Guideのコマンド構文の修正が追加されました。

2013年 7月 最新情報のセクションに新しいデータサービス (PostgreSQL、SAP
liveCache、SAP MaxDB, Siebel, Sybase ASE SambaおよびOracle Traffic
Director)に対するサポートが追加されました。

互換性のセクションが Solaris Volume Managerのミラー化された論理ボ
リュームを含むOracle ASMに関する情報で更新されました。

既知の問題点のセクションが更新されました。

はじめに
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Oracle Solaris Cluster 4.1リリースノート

このドキュメントでは、Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアおよびOracle Solaris
Cluster Geographic Edition 4.1ソフトウェアの発行時点における次の情報について説明
します。

■ 13ページの「ソフトウェアの最新情報」
■ 22ページの「Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアに含まれないもの」
■ 23ページの「制限」
■ 23ページの「このリリースで変更されたコマンド」
■ 23ページの「互換性の問題」
■ 27ページの「アクセシビリティーの情報」
■ 28ページの「サポート対象製品」
■ 32ページの「製品のロケール設定」
■ 32ページの「既知の問題点とバグ」
■ 50ページの「ソフトウェアアップデート」
■ 51ページの「Oracle Solaris Cluster 4.1のドキュメントセット」
■ 51ページの「ドキュメントの問題」

このリリースでサポートされる製品および製品バージョンに関する最新情報
は、Oracle Solaris Cluster 4の互換性に関するガイド (http://www.oracle.com/
technetwork/server-storage/solaris-cluster/overview/

solariscluster4-compatibilityguide-1429037.pdf)を参照してください。

ソフトウェアの最新情報
このセクションでは、Oracle Solaris Cluster 4.1およびOracle Solaris Cluster Geographic
Edition (Geographic Edition) 4.1ソフトウェアの新機能、機能性、および製品に関する
情報を提供します。

Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアでは次の新しい機能が提供されます。

■ 14ページの「Oracle Solaris 11.2 OSのサポート」

1第 1 章
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■ 15ページの「ゾーンクラスタを作成する新しい clsetupウィザード」
■ 15ページの「solaris10ブランドゾーンクラスタのサポート」
■ 15ページの「排他的 IPゾーンクラスタのサポート」
■ 16ページの「ゾーンクラスタでのTrusted Extensionsのサポート」
■ 16ページの「ノード単位で定義可能なリソースの依存関係」
■ 16ページの「カーネルケージの動的再構成 (DR)のサポート」
■ 16ページの「クラスタセキュリティーフレームワークの拡張」
■ 16ページの「クラスタインターコネクト上の Socket Direct Protocolのサポート」
■ 17ページの「ストレージモニター機能による障害検出および応答の高速化」
■ 17ページの「ZFSストレージプール」
■ 17ページの「Oracle PeopleSoft Application Serverデータサービスを構成する新しい

clsetupウィザード」
■ 18ページの「Oracle WebLogic Serverデータサービスを構成する新しい clsetup

ウィザード」
■ 18ページの「MySQLおよびMySQL Clusterデータサービスのサポート」
■ 18ページの「PostgreSQL用の新しいデータサービス」
■ 18ページの「Samba用の新しいデータサービス」
■ 18ページの「SAP liveCache用の新しいデータサービス」
■ 19ページの「SAP MaxDB用の新しいデータサービス」
■ 19ページの「Siebel 8.2.2用の新しいデータサービス」
■ 19ページの「Sybase ASE用の新しいデータサービス」
■ 19ページの「Oracle Traffic Director用の新しいデータサービス」
■ 19ページの「Oracle TimesTen用の新しいデータサービス」
■ 20ページの「SAP NetWeaverデータサービス用の新しいマニュアル」
■ 20ページの「Oracle External Proxy用の新しいデータサービス」
■ 20ページの「Oracle PeopleSoft Enterprise Process Scheduler用の新しいデータ
サービス」

■ 20ページの「Oracle Web Tier用の新しいデータサービス」
■ 20ページの「Oracle E-Business 12.1.1データサービスのサポート」
■ 21ページの「Geographic Editionでの Sun ZFS Storage Applianceデータ複製のサ
ポート」

■ 21ページの「Geographic Editionでの EMC Symmetrix Remote Data Facilityのサ
ポート」

■ 21ページの「Geographic EditionでのMySQL複製のサポート」
■ 21ページの「高度な保守コマンド ccradmおよび dcs_configの新しいマニュアル
ページ」

■ 22ページの「非大域ゾーンの限定されたサポート」

Oracle Solaris 11.2 OSのサポート
Oracle Solaris 11.2ソフトウェア用のサポートが追加されました。クラスタは少なくと
もOracle Solaris Cluster 4.2 SRU 8を実行するかアップグレードする必要があります。
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ゾーンクラスタを作成する新しい clsetup
ウィザード
clsetupユーティリティーで、ゾーンクラスタを作成したり、ネットワークアドレ
ス、ストレージデバイス、ファイルシステム、または ZFSストレージプールを構成
したりできるようになりました。詳細については、『Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストール』の「ゾーンクラスタの作成および構成」を参照してくださ
い。

solaris10ブランドゾーンクラスタのサポート
solaris10ブランドゾーンクラスタのサポートが追加されました。この機能の初期リ
リースでは、次のOracle Solaris Cluster 3.3データサービスがOracle Solaris Cluster 4.1構
成上の solaris10ブランドゾーンクラスタでサポートされます。

■ 次のリリースのOracle RAC:
■ 11g release 2、SPARC (UDLMなし)または x86
■ 10g release 2、x86のみ

■ HA for Oracle PeopleSoft、SPARCのみ
■ HA for Oracle WebLogic Server、SPARCまたは x86

Oracle Solaris Cluster Geographic Editionソフトウェアは、solaris10ブランドゾーンク
ラスタで初期サポートされません。

その他のOracle Solaris Cluster 3.3データサービスまたはGeographic Edition機能が
Oracle Solaris Cluster 4.1の solaris10ブランドゾーンクラスタで認定されるかどうか
を確認するには、Oracle Solaris Cluster 4の互換性に関するガイドを参照してくださ
い。

solaris10ブランドゾーンクラスタを作成する手順については、『Oracle Solaris
Clusterソフトウェアのインストール』の「ゾーンクラスタを作成する方法」を参照
してください。

排他的 IPゾーンクラスタのサポート
排他的 IPゾーンクラスタは、solarisおよび solaris10ブランドゾーンで動作しま
す。solarisブランド排他的 IPゾーンクラスタのインストール手順について
は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「ゾーンクラスタを作
成する方法」を参照してください。solaris10ブランド排他的 IPゾーンクラスタにつ
いては、SRU3の readmeファイルを参照してください。
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ゾーンクラスタでのTrusted Extensionsのサポート
Oracle SolarisソフトウェアのTrusted Extensions機能をゾーンクラスタで使用するよう
に構成できるようになりました。詳細については、『Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストール』の「ゾーンクラスタを作成する方法」を参照してくださ
い。

ノード単位で定義可能なリソースの依存関係
リソースの依存関係をノード単位で指定できるようになりましたが、ノード単位の
リソースインスタンスの場合とは異なる可能性があります。ノード単位のインスタ
ンスとは、さまざまなノードで同時にオンラインであるか (複数マスター (管理)リ
ソースグループ内)またはばらばらにオンラインである (フェイルオーバーリソース
グループ内)リソースインスタンスです。詳細については、『Oracle Solaris Cluster
Data Services Planning and Administration Guide』の「How to Change Resource
Dependency Properties」を参照してください。

カーネルケージの動的再構成 (DR)のサポート
カーネルケージメモリーのDR (システムメモリーが搭載されているシステムボード
の取り外し)がサポートされるようになりました。現時点では、サポートはOracleの
SPARC Enterprise M8000およびM9000シリーズサーバーに限定されます。詳細につい
ては、『Oracle Solaris Cluster 4.1 Hardware Administration Manual』の「Kernel Cage DR
Recovery」を参照してください。

クラスタセキュリティーフレームワークの拡張
非ルートユーザーとしてアプリケーションプログラムを実行したり、パスワードな
どのプライベート文字列をセキュアに格納および取得したり、Resource Group
Manager (RGM)リソースタイプコールバックメソッドの所有者やアクセス権の実行
時検査を追加実施したりといった処理を支援するための新機能が追加されまし
た。詳細については、『Oracle Solaris Cluster Data Services Developer’s Guide』の第 13
章「Security for Data Services」を参照してください。

クラスタインターコネクト上の Socket Direct
Protocolのサポート
Oracle Solarisクラスタインターコネクト上で Socket Direct Protocolがサポートされる
ようになりました。詳細については、『Oracle Solaris Cluster 4.1 Hardware
Administration Manual』の「Requirements for Socket Direct Protocol Over an Oracle Solaris
Cluster Interconnect」を参照してください。
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ストレージモニター機能による障害検出および応
答の高速化
次の拡張機能により、ストレージ障害の検出および応答が高速になりました。

■ 新しい拡張プロパティー RebootOnFailureが
SUNW.HAStoragePlus、SUNW.ScalDeviceGroup、および SUNW.ScalMountPointリ
ソースタイプに追加されました。このプロパティーは、これらのタイプのリ
ソースがローカルノード上で障害を検出し、同じリソースが他のプライマリ
ノードまたは潜在的なプライマリノードでオンラインに復帰できる可能性がある
場合に、ローカルシステムをリブートするかどうかを指定します。

■ 新しい拡張プロパティー IOTimeoutが SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプに追
加されました。このプロパティーは、I/Oプローブが失敗したと見なされる時間
長を定義します (現在 SUNW.ScalMountPointおよび SUNW.HAStoragePlusリソースタ
イプで利用可能な IOTimeoutプロパティーと似ています)。

■ ディスクパスモニタリングの Ping_timeoutプロパティーのタイムアウト値が、こ
れまでよりも高い値からこれまでよりも低い値まで受け入れるようになりまし
た。

詳細については、次のマニュアルページを参照してください。

■ scdpmd.conf(4)
■ SUNW.HAStoragePlus(5)
■ SUNW.ScalDeviceGroup(5)
■ SUNW.ScalMountPoint(5)

ZFSストレージプール
Oracle Solaris Clusterソフトウェアで管理される複製ストレージで、ZFSストレージ
プールのサポートが追加されました。次のデータ複製ソフトウェアがこの機能でサ
ポートされています。

■ EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)
■ Sun ZFS Storage Appliance

Oracle PeopleSoft Application Serverデータサービ
スを構成する新しい clsetupウィザード
clsetupユーティリティーで、HA for Oracle PeopleSoft Application Serverデータサービ
スを構成できるようになりました。詳細については、『Oracle Solaris Cluster Data
Service for Oracle PeopleSoft Enterprise Guide』の第 2章「Installing and Configuring the
HA for PeopleSoft Application Server」を参照してください。
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Oracle WebLogic Serverデータサービスを構成する
新しい clsetupウィザード
clsetupユーティリティーで、HA for Oracle WebLogic Serverデータサービスを構成で
きるようになりました。詳細については、『Oracle Solaris Cluster Data Service for
Oracle WebLogic Server Guide』の第 1章「Installing and Configuring Solaris Cluster HA for
WebLogic Server」を参照してください。

MySQLおよびMySQL Clusterデータサービスのサ
ポート
MySQLおよびMySQL Cluster用のデータサービスがサポートされるようになりまし
た。詳細については、次を参照してください。

■ 『Oracle Solaris Cluster Data Service for MySQL Guide』
■ 『Oracle Solaris Cluster Data Service for MySQL Cluster Guide』

PostgreSQL用の新しいデータサービス
PostgreSQLソフトウェア用の新しいデータサービスがOracle Solaris Cluster 4.1 SRU3で
利用できるようになりました。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for
PostgreSQL Guide』を参照してください。

Samba用の新しいデータサービス
Samba 3.6.6および 3.6.12ソフトウェア用の新しいデータサービスがOracle Solaris
Cluster 4.1 SRU3で利用できるようになりました。詳細は、My Oracle Support (http://
support.oracle.com)に投稿されたOracle Solaris 11.1におけるHA Samba構成の配備例に
関する説明 (記事 1509776)を参照してください。サイトにアクセスするには、Oracle
サポート契約が必要です。

SAP liveCache用の新しいデータサービス
SAP liveCacheソフトウェア用の新しいデータサービスがOracle Solaris Cluster 4.1 SRU3
で利用できるようになりました。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for SAP
liveCache Guide』を参照してください。
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SAP MaxDB用の新しいデータサービス
SAP MaxDBソフトウェア用の新しいデータサービスがOracle Solaris Cluster 4.1 SRU3
で利用できるようになりました。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for SAP
MaxDB Guide』を参照してください。

Siebel 8.2.2用の新しいデータサービス
Siebel 8.2.2ソフトウェア用の新しいデータサービスがOracle Solaris Cluster 4.1 SRU3で
利用できるようになりました。詳細は、My Oracle Support (http://support.oracle.com)
に投稿された Siebel用にOracle Solaris Clusterデータサービスを構成する方法に関する
説明 (記事 1509776)を参照してください。サイトにアクセスするには、Oracleサ
ポート契約が必要です。

Sybase ASE用の新しいデータサービス
Sybase ASE 15.7用の新しいデータサービスがOracle Solaris Cluster 4.1 SRU3で利用でき
るようになりました。詳細は、My Oracle Support (http://support.oracle.com)に投稿さ
れたOracle Solaris Cluster HA for Sybase Adaptive Server Enterprise (ASE) 15.7 Agent構成の
配備例に関する説明 (記事 1509776)を参照してください。サイトにアクセスするに
は、Oracleサポート契約が必要です。

Oracle Traffic Director用の新しいデータサービス
Oracle Traffic Directorソフトウェア用の新しいデータサービスがOracle Solaris Cluster
4.1 SRU3で利用できるようになりました。詳細は、リリースノートの付録Aにある
ORCL.otd(5)のマニュアルページを参照してください。My Oracle Support (http://
support.oracle.com)に投稿された記事 1509776も参照してください。サイトにアクセ
スするには、Oracleサポート契約が必要です。

現在、サポートは一体型システムに限定されます。詳細は、Oracle Solaris Cluster 4の
互換性に関するガイド (http://www.oracle.com/
technetwork/server-storage/solaris-cluster/overview/

solariscluster4-compatibilityguide-1429037.pdf)を参照してください。

Oracle TimesTen用の新しいデータサービス
Oracle TimesTen 11.2.2ソフトウェア用の新しいデータサービスがOracle Solaris Cluster
4.1 SRU3で利用できるようになりました。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Service
for Oracle TimesTen Guide』を参照してください。
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SAP NetWeaverデータサービス用の新しいマ
ニュアル
SAP NetWeaver 7.3データサービス用の新しいマニュアルがOracle Solaris Cluster 4.1
SRU3で利用できるようになりました。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for
SAP NetWeaver Guide』を参照してください。

Oracle External Proxy用の新しいデータサービス
Oracle External Proxyソフトウェア用の新しいデータサービスが利用できるようにな
りました。詳細については、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle External
Proxy Guide』を参照してください。

Oracle PeopleSoft Enterprise Process Scheduler用の
新しいデータサービス
特定のバッチ処理およびワークロード分散で、Oracle PeopleSoft Enterprise Process
Scheduler用の新しいデータサービスが使用できるようになりました。詳細について
は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle PeopleSoft Enterprise Guide』の第 3
章「Installing and Configuring the HA for PeopleSoft Process Scheduler」を参照してくださ
い。

Oracle Web Tier用の新しいデータサービス
Oracle Web Tierソフトウェア用の新しいデータサービスが利用できるようになりまし
た。詳細については、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Web Tier Guide』を
参照してください。

Oracle E-Business 12.1.1データサービスのサポート
Oracle E-Business Suite 12.1.1用のデータサービスがサポートされるようになりまし
た。詳細については、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle E-Business Suite
Guide』を参照してください。

ソフトウェアの最新情報

Oracle Solaris Cluster 4.1リリースノート • 2014年 9月、E37872-0320

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29440&id=-
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29440&id=-
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29477&id=-
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29477&id=-
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29554&id=-gmjaj
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29554&id=-gmjaj
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E25790&id=-
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29648&id=-
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29648&id=-


Geographic Editionでの Sun ZFS Storage Appliance
データ複製のサポート
Oracle Solaris Cluster Geographic Edition構成で Sun ZFS Storage Applianceのデータ複製
を使用するためのサポートが追加されました。詳細については、『Oracle Solaris
Cluster Geographic Edition Remote Replication Guide for Sun ZFS Storage Appliance』を参
照してください。

Geographic Editionでの EMC Symmetrix Remote Data
Facilityのサポート
Geographic Editionソフトウェア向けに EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)の
データ複製がサポートされるようになりました。詳細については、『Oracle Solaris
Cluster Geographic Edition Data Replication Guide for EMC Symmetrix Remote Data Facility
』を参照してください。

Geographic EditionでのMySQL複製のサポート
Geographic Editionソフトウェア向けにMySQLのデータ複製がサポートされるように
なりました。詳細については、『Oracle Solaris Cluster Geographic Edition System
Administration Guide』の付録 F「Deployment Example: Replicating Data With
MySQL」を参照してください。

高度な保守コマンド ccradmおよびdcs_configの新
しいマニュアルページ
高度なクラスタ管理ツールについて、次のマニュアルページがこのリリースで追加
されました。

■ ccradm(1M) –このマニュアルページでは、クラスタ構成リポジトリ (CCR)を管理
する高度な保守コマンドである ccradmツールについて説明します。

■ dcs_config(1M) –このマニュアルページでは、デバイス構成システム (DCS)を管
理する高度な保守コマンドである dcs_configツールについて説明します。このコ
マンドは、これまで診断ツールキットの一部としてのみ利用可能でした
が、Oracle Solaris Clusterソフトウェアの 4.1リリースに追加されました。
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非大域ゾーンの限定されたサポート
Oracle Solaris Cluster 4.1リリースは、大域ゾーンおよびゾーンクラスタでのみ実行さ
れます。ゾーンクラスタは、Oracle Solaris 10の nativeブランドゾーンに相当する
solarisブランド非大域ゾーンで構成されるようになりました。

非大域ゾーンの solarisおよび solaris10ブランドは、HA for Oracle Solaris Zones
データサービスとの構成のためにサポートされます。

このリリースでは、非大域ゾーンをリソースグループノードリスト内に構成するた
めのグローバルクラスタ非投票ノードモデルはサポートされません。

Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアに含まれないもの
次の機能は、Oracle Solaris Cluster 3.3バージョンに含まれていますが、Oracle Solaris
Cluster 4.1リリースには含まれていません。これらの機能は今後利用可能になる可能
性があります。

■ Veritas File System (VxFS)およびVeritas Volume Manager (VxVM)のサポート
■ Oracle Solaris ClusterでのVxVM、およびOracle RACでのVxVMクラスタ機能のサ
ポート

■ Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)のサポート
■ GUIおよびGUIウィザード
■ Sun Management Centerのサポート
■ Oracleの Sun QFSのサポート
■ リソースグループノードリストのターゲットとしての非大域ゾーンのサポート
■ プライベートインターコネクトにおけるOracle Solaris IPセキュリティーアーキテ
クチャー (IPsec)のサポート

■ scsnapshotツール
■ cconsoleユーティリティー (代わりに、Oracle Solaris pconsoleユーティリティーを
使用できます)

■ Hitachi True CopyおよびHitachi Universal Replicatorのストレージベースの複製のサ
ポート

次のHAデータサービスは公開時点では利用できませんが、今後利用可能になる可能
性があります。

■ Afga IMPAX
■ Informix
■ Kerberos
■ Oracle Application Server

Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアに含まれないもの
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■ Oracle Business Intelligence Enterprise Edition
■ Oracle iPlanet Web Proxy Server
■ SAP Web Application Server
■ SWIFTAlliance Access and Gateway
■ WebSphere Message Broker
■ WebSphere Message Queue

制限
公開時点では次の制限があります。

その後機能または製品がOracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアで認定されるように
なったかどうかについてはOracleの担当者にお問い合わせください。

ゾーンクラスタ内の Solaris Volume Manager
ディスクセット
Oracle Solarisバグ 15764835により、ゾーンクラスタノードで Solaris Volume Manager
の複数所有者ディスクセットを使用できません。複数所有者ディスクセットを
ゾーンクラスタで使用しようとすると、ベースとなるグローバルクラスタノードで
パニックが発生することがあります。

このリリースで変更されたコマンド
このリリースでは、ユーザースクリプトの失敗を引き起こす可能性があるOracle
Solaris Clusterコマンドインタフェースへの変更はありません。

互換性の問題
このセクションでは、初期リリースの時点でのOracle Solaris Clusterとほかの製品と
の互換性の問題に関する情報について説明します。修正が利用可能かどうかを確認
するには、Oracleのサポート担当者にお問い合わせください。

パブリックネットワークの障害時に論理ホストが
フェイルオーバーしない (16979921)
問題のサマリー:排他的 IPゾーンクラスタ内の IPMPグループで、ベースネット
ワークインタフェースリンクが切断された場合であっても、依存論理ホスト名リ
ソースがオンラインのままとなるリンク障害を認識できません。

互換性の問題
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回避方法: IPMPネットワークサービスの推移的プローブを有効化するか、または排
他的 IPゾーンクラスタでプローブベースの IPMPグループプローブを作成します。

Solarisボリュームマネージャーを含むOracle ASM
が論理ボリュームをミラー化した
問題のサマリー: Oracle Solaris Cluster HA for Oracle Databaseまたは Support for Oracle
RAC構成で、Solarisボリュームマネージャーによってミラー化された論理ボ
リュームを含むOracle ASMを使用する必要がある場合は、SUNW.ScalDeviceGroup検
証機能が失敗する可能性があります。これらの障害によって、SUNW.ScalDeviceGroup

リソースに依存しているサービスの可用性が失われます。

回避方法: SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプの IOTimeoutプロパティーの設定を
大きくすることで、それらの障害を軽減できます。詳細は、My Oracle Support
(https://support.oracle.com)にある記事 603825.1を参照してください。

GIの root.shおよびCRS起動時に S10ブランド
ゾーンでosysmondがコアダンプする (14456069)
問題のサマリー:この問題は、solaris10ブランドゾーンクラスタで構成されている
Oracle RAC 11gリリース 2に影響を与えます。Grid Infrastructureの root.shスクリプ
トが実行されるとき、またはCluster Ready Services (CRS)が起動するとき
に、osysmondプロセスによって 1回以上コアがダンプされることがあります。

回避方法:パッチや回避方法が利用可能かどうかを確認するには、Oracleサポートま
でお問い合わせください。

Oracle Clusterwareがora.asmリソースのすべての
SIDの作成に失敗する (12680224)
問題のサマリー: Oracle ASMインスタンスのOracle Solaris Clusterリソースを作成する
ときに、clsetupユーティリティーから次のいずれかのエラーメッセージが報告され
ることがあります。

ORACLE_SID (+ASM2) does not match the Oracle ASM configuration ORACLE_SID () within CRS

ERROR: Oracle ASM is either not installed or the installation is invalid!

この状況は、Oracle Grid Infrastructure 11gリリース 2をインストールしたあと
に、ora.asmリソースの GEN_USR_ORA_INST_NAME@SERVERNAMEの値に、クラスタで実行
されているすべてのOracle ASM SIDが含まれていないために発生します。

互換性の問題
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回避方法: crsctlコマンドを使用して、欠落している SIDを ora.asmリソースに追加
します。

# crsctl modify res ora.asm \

-attr "GEN_USR_ORA_INST_NAME@SERVERNAME(hostname)"=ASM_SID

旧いpkgコマンドが原因で、Oracle Solaris 11 SRU
のインストールに失敗することがある
問題のサマリー: Oracle Solaris 11.1にアップグレードする前にOracle Solaris 11 SRUを
クラスタにインストールすると、次のようなエラーメッセージが表示されることが
あります。

WARNING: pkg(5) appears to be out of date, and should be updated before

running update. Please update pkg(5) by executing ’pkg install

pkg:/package/pkg’ as a privileged user and then retry the update.

回避方法:エラーメッセージの指示に従います。

clzonecluster install-clusterを使用して
solaris10ブランドゾーンクラスタにパッチのみを
インストールできない (7200532)
問題のサマリー: Oracle Solaris Clusterパッチ 145333-15 (SPARC)または 145334-15 (x86)
が solaris10ブランドゾーンにインストールされている場合、clzonecluster

install-clusterコマンドでそのゾーンにパッチをインストールできないことがあり
ます。例:

# clzonecluster install-cluster -p patchdir=/var/tmp/patchdir,patchlistfile=plist S10ZC

Installing the patches ...

clzc: (C287410) Failed to execute command on node "zcnode1":
scpatchadm: Logging reports to "/var/cluster/logs/install/scpatchadm.log.123"

scpatchadm.log.123 would show the message:

scpatchadm: Failed to install the following patches:

123456-01

clzc: (C287410) Failed to execute command on node "zcnode1"

回避方法:ゾーンにログインし、patchaddコマンドを使用してパッチをインストール
します。

Oracle Solaris Cluster 3.3パッチが使用可能になるかどうかを確認するには、Oracleの
サポート担当までお問い合わせください。

互換性の問題
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メインアダプタを IPMPグループに追加する
と、DNS構成が削除される (7198718)
問題のサマリー:次のコマンド例にあるように、ネットワークアダプタを削除してか
ら IPMPグループ向けに作成した場合、問題が発生します。

# ipadm delete-ip adapter
# ipadm create-ip adapter
# ipadm create-ipmp -i adapter sc_ipmp0

# ipadm create-addr -T static -a local=hostname/24 sc_ipmp0/v4

IPMPアドレスが作成された直後に、/etc/resolv.confファイルが消失し、LDAP
サービスが無効になります。有効なサービスがオフライン状態のままでも同様で
す。

回避方法: ipadm delete-ipコマンドでネットワークアダプタを削除する前に、svcadm

refresh network/location:defaultコマンドを実行します。

SAP JAVAの問題がHA for SAP NetWeaverのアビリ
ティーに影響し、無計画停止時にフェイル
オーバーする (7191360)
SAP JAVAスタックには、HA for SAP NetWeaver構成でダイアログインスタンスの
フェイルオーバーに影響する重大な問題があります。パニックや電源異常などの無
計画ノード停止時に、SAPメッセージサーバーは、タイムアウト期間が終了するま
で異なるノード上のダイアログインスタンスの接続を受け入れません。このた
め、次のような動作になります。

フェイルオーバーのダイアログインスタンスをホストするノードでパニックや機能
停止が発生すると、ダイアログインスタンスは最初の試行時にターゲットノードで
起動しません。ダイアログインスタンスは、次のいずれかの処理を実行します。

■ 1回以上の再試行後にオンラインになります。
■ 元のノードが十分早いうちに復帰した場合は、そのノードにフェイルバックしま
す。

この動作が発生するのは、無計画停止時のみです。ノードの正常な停止時は、この
問題が発生しません。また、ABAPまたはデュアルスタック構成は影響を受けませ
ん。

互換性の問題
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pkg:/system/resource-mgmt/resource-capがインス
トールされておらず、capped-memoryが構成され
ている場合に、ゾーンがブートしない (7087700)
問題のサマリー:パッケージ pkg:/system/resource-mgmt/resource-capがインス
トールされておらず、構成の一部としてゾーンが capped-memoryリソース制御で構成
されている場合、ゾーンのブートが失敗します。次に出力例を示します。

zone ’zone-1’: enabling system/rcap service failed: entity not found

zoneadm: zone ’zone-1’: call to zoneadmd failed

回避方法: pkg:/system/resource-mgmt/resource-cap を大域ゾーンにインストールし
ます。resource-capパッケージをインストールすると、ゾーンをブートできます。

アクティブ/アクティブZFS Storage Applianceクラ
スタ構成はGeographic Editionでサポートされな
い (6770212)
Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアの初期リリースでは、クラスタ構成でのアク
ティブ/アクティブなリモート複製 (両端が複製対象データ)は、Sun ZFS Storage
Applianceでサポートされません。パッチや回避方法が利用可能かどうかを確認する
には、Oracleサポート担当者までお問い合わせください。

ただし、アクティブ/パッシブ構成は、クラスタ構成で現在サポートされています。

アクセシビリティーの情報
Oracleでは、障害のあるユーザーが簡単な操作でOracleの製品、サービス、および
サポートドキュメントを利用できるようにすることを目標としています。

Oracleのドキュメントには、ユーザーが支援技術を使用して情報を利用できるよう
にする機能が組み込まれています。製品のドキュメントはHTML形式で利用するこ
とができ、障害のあるユーザーが簡単にアクセスできるようにマークアップされて
います。詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト (http://www.oracle.com/
us/corporate/accessibility/)を参照してください。

アクセシビリティーの情報
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サポート対象製品
このセクションでは、発行時点におけるOracle Solaris Cluster 4.1およびOracle Solaris
Cluster Geographic Edition 4.1ソフトウェアのソフトウェアとメモリーの要件について
説明します。このリリースでサポートされる製品および製品バージョンに関する最
新情報は、Oracle Solaris Cluster 4の互換性に関するガイド (http://www.oracle.com/
technetwork/server-storage/solaris-cluster/overview/

solariscluster4-compatibilityguide-1429037.pdf)を参照してください。

■ 28ページの「データ複製」
■ 29ページの「データサービス」
■ 30ページの「ファイルシステム」
■ 30ページの「Geographic Editionソフトウェア要件」
■ 30ページの「メモリーの要件」
■ 30ページの「Oracle Solarisオペレーティングシステム」
■ 31ページの「Oracle VM Server for SPARC」
■ 31ページの「ボリューム管理ソフトウェア」

データ複製
このリリースでは、次のデータ複製製品がサポートされます。

■ Oracle SolarisのAvailability Suite機能
■ EMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)
■ Oracle Data Guard –サポートは、Oracle Database 11gリリース 2ソフトウェアを使
用する構成に限定されます。

■ Oracle Solaris Cluster Geographic Editionのスクリプトベースのプラグイン。
■ Sun ZFS Storage Appliance – Geographic Editionソフトウェアとともに使用する場
合、サポートには少なくとも Sun ZFS 7000 Storage Appliance 2011.1.5ソフトウェア
が必要です。

次の表に、各データ複製ソフトウェア製品に対してこのリリースでサポートされる
ボリュームマネージャーを示します。

データ複製ソフトウェア サポートされるボリュームマネージャー

Oracle SolarisのAvailability Suite機能 Solaris Volume Manager

EMC Symmetrix Remote Data Facility Solaris Volume Manager

サポート対象製品
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データ複製ソフトウェア サポートされるボリュームマネージャー

Oracle Data Guard1 Oracle Automatic Storage Management

Oracle Solaris ZFS Volume Manager

Solaris Volume Manager for Sun Cluster

Oracle社製 Sun ZFS Storage Appliance Solaris Volume Manager

Oracle Solaris ZFS Volume Manager
1 ストレージ管理オプションの追加サポートについては、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application

Clustersガイド』の「ストレージ管理の要件」を参照してください。

データサービス
公開時点では、次のアプリケーション向けのデータサービスがOracle Solaris Cluster
4.1でサポートされています。

■ Apache
■ Apache Tomcat
■ DHCP
■ DNS
■ MySQL
■ MySQL Cluster
■ NFS
■ Oracle eBusiness Suite
■ Oracle External Proxy
■ Oracle GlassFish Server Message Queue
■ Oracle Databaseの単一インスタンス (バージョン 11gリリース 2のみ)
■ Oracle iPlanet Web Server
■ Oracle PeopleSoft Enterprise
■ Oracle Real Application Clusters (バージョン 11gリリース 2のみ)
■ Oracle Solaris Zones
■ Oracle Traffic Director
■ Oracle VM Server for SPARC
■ Oracle Web Tier
■ Oracle WebLogic Server
■ PostgreSQL
■ Samba
■ SAP liveCache
■ SAP MaxDB
■ SAP NetWeaver
■ Siebel
■ Sybase ASE

サポート対象製品
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ファイルシステム
次の表に、SPARCおよび x86プラットフォーム上のOracle Solaris Cluster 4.1ソフト
ウェアで動作するファイルシステムを示します。

ファイルシステム 追加情報

Oracle Solaris UFS

Oracle Solaris ZFS

ネットワークファイルシステム (NFS)

Oracle Solaris Clusterプロキシファイルシステム
(PxFS)

UFSファイルシステムのみがクラスタファイル
システムとして構成できます

Geographic Editionソフトウェア要件
Oracle Solaris Cluster Geographic Edition (Geographic Edition) 4.1ソフトウェアは、Oracle
Solaris Clusterソフトウェアのバージョン 4.1または 4.0上でのみ動作します。

Geographic Edition 4.1ソフトウェアを実行するクラスタは、Geographic Editionソフト
ウェアのバージョン 4.1または 4.0を実行する別のクラスタのみとパートナーシップ
になることができます。

メモリーの要件
Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアでは、クラスタノードごとに次のメモリーの要
件が必要です。

■ 1.5 GB以上の物理RAM (標準 2 GB)
■ 6 GB以上のハードディスクドライブ空き容量

物理メモリーとハードディスクドライブの実際の必要条件は、インストールされて
いるアプリケーションによって決まります。追加のメモリーおよびハードディスク
ドライブの必要条件を計算するには、アプリケーションのドキュメントを参照する
か、アプリケーションベンダーにお問い合わせください。

Oracle Solarisオペレーティングシステム
Oracle Solaris Cluster 4.1および定足数サーバーソフトウェアでは、Oracle Solaris 11.1
OSが必要です。Oracle Solaris 11.0リリースはOracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアで
はサポートされていません。

サポート対象製品
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また、Oracle Solaris 11.1ソフトウェアに直接アップグレードする場合、アップグ
レードする前に、システムで少なくとも SRU 10が適用されたOracle Solaris 11を実行
している必要があります。SRU 10が適用されたOracle Solaris 11未満からOracle
Solaris 11.1へ直接アップグレードすることはサポートされていません。

Oracle VM Server for SPARC
このOracle Solaris Clusterリリースは、SPARC 2.1、2.2、および 3.0用のOracle VM
Serverと連携します。このソフトウェアは、以前は Sun Logical Domains (LDoms)と呼
ばれていました。

Oracle Solaris 11.1の SR-IOV機能を SPARC 2.2用Oracle VM Serverで使用するためにサ
ポートされている使用方法と制限されている使用方法について次に説明します。

■ SR-IOVデバイスは、HA for Oracle VM Server for SPARCデータサービスのライブ移
行でサポートされていません。この制限は、Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェア
の初期リリース時点で存在します。SR-IOV機能のサポートが使用可能になるかど
うかについては、Oracleのサポート担当者にお問い合わせください。

■ SR-IOVデバイスは、HA for Oracle VM Server for SPARCデータサービスの通常の移
行でサポートされています。このサポートには、データサービスのリソースグ
ループでプライマリになる可能性のあるすべてにおいて、SR-IOVデバイスパスが
同一であることが必要です。

■ SR-IOVデバイスは、クラスタノードとして動作するように構成されたOracle VM
Server for SPARC論理ドメインでサポートされています。

ボリューム管理ソフトウェア
次の表に、SPARCおよび x86プラットフォーム上のOracle Solaris 11.1で動作するボ
リュームマネージャーを示します。Veritas Volume Manager (VxVM)は、Oracle Solaris
ClusterおよびOracle Solaris Cluster Geographic Edition 4.1ソフトウェアではサポートさ
れません。

ボリュームマネージャー クラスタ機能

Solaris Volume Manager Solaris Volume Manager for Sun Cluster

Oracle Solaris ZFS Volume Manager 適用不可

サポート対象製品
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製品のロケール設定
次の表に、Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアの特定のコンポーネントのロケール
設定を示します。

コンポーネント ロケールの設定

ソフトウェアのコマンド行 日本語、韓国語、簡体字中国語

マニュアルページ 日本語、簡体字中国語

次の表に、一般的に使用されるシェルのコマンド行メッセージを英語に設定するコ
マンドを示します。

シェル コマンド

sh $ LC_MESSAGES=C; export LC_MESSAGES

ksh $ export LC_MESSAGES=C

bash $ export LC_MESSAGES=C

csh % setenv LC_MESSAGES C

tcsh % setenv LC_MESSAGES C

既知の問題点とバグ
リリースの時点で、次の既知の問題およびバグがOracle Solaris ClusterおよびOracle
Solaris Cluster Geographic Edition 4.1ソフトウェアの動作に影響します。バグおよび問
題は次のカテゴリに分類しています。

■ 33ページの「管理」
■ 38ページの「データサービス」
■ 42ページの「開発者環境」
■ 42ページの「Geographic Edition」
■ 44ページの「インストール」
■ 48ページの「実行時」
■ 49ページの「アップグレード」

修正が利用可能かどうかを確認するには、Oracleのサポート担当者にお問い合わせ
ください。

製品のロケール設定
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管理

clzc rebootコマンドによって、solaris10ブランド排他的 IP
ゾーンクラスタで大域ゾーンノードのパニックが発生する
(16941521)
問題のサマリー: solaris10ブランド排他的 IPゾーンクラスタのノードがリブートま
たは停止すると、大域ゾーンノードでパニックが発生することがあります。これ
は、ゾーンクラスタのノードがプライマリ (パブリック)インタフェースネット
ワークとして基本ネットワークを使用していて、そのクラスタ内のほかのゾーンク
ラスタのノードに対して構成されている基本ネットワークインタフェース上にVNIC
がある場合に発生します。

回避方法:排他的 IPゾーンクラスタのプライマリネットワークインタフェースとして
VNICを作成して使用します。

排他的 IPゾーンクラスタのゾーンにおける /usr/sbin/shutdownコ
マンドによって、ゾーンクラスタのほかの実行中ゾーンが停止す
ることがある (16963753)
問題のサマリー:排他的 IPゾーンクラスタのゾーンで /usr/sbin/shutdownコマンドを
使用してゾーンを停止またはリブートする場合、そのゾーンクラスタで有効で実行
中のほかのゾーンはクラスタソフトウェアによって停止されることがあります。

回避方法:排他的 IPゾーンクラスタのゾーン内で、ゾーンを停止またはリブートする
ために /usr/sbin/shutdownコマンドを使用しないでください。代わりに、大域
ゾーンで /usr/cluster/bin/clzoneclusterコマンドを使用して排他的 IPゾーンクラ
スタのゾーンを停止またはリブートします。ゾーンクラスタの任意のタイプの
ゾーンを停止またはリブートするには、/usr/cluster/bin/clzoneclusterコマンドが
適切な方法です。この問題を確認した場合は、クラスタソフトウェアによって停止
されたゾーンをブートするために /usr/cluster/bin/clzoneclusterコマンドを使用
します。

solaris10ブランド排他的 IPゾーンクラスタで
svc_private_network:default SMFサービスが保守になる (16716992)
問題のサマリー: solaris10ブランド排他的 IPゾーンクラスタのゾーンでシステム識
別を実行すると、 svc_private_network:default SMFサービスがそのゾーンで保守に
入ります。その後のゾーンをリブートすると、問題は発生しません。

回避方法: solaris10ブランド排他的 IPゾーンクラスタでシステム識別構成を実行し
たあとは、そのゾーンをリブートします。

既知の問題点とバグ
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clprivnetインタフェース用のジャンボフレームのMTUサイズを設
定できない (16618736)
問題のサマリー:クラスタの clprivnetインタフェースのMTUは常にデフォルト値の
1500に設定されており、ベースとなるプライベートインターコネクトのMTUに一致
しません。そのため、clprivnetインタフェース用のジャンボフレームのMTUサイ
ズを設定できません。

回避方法:既知の回避方法はありません。

パブリックネットワークの障害時に、SCANリスナーを使用した
DBサーバーリソースがフェイルオーバーしない (16231523)
問題のサマリー: HA-OracleデータベースがGrid Infrastructure SCANリスナーを使用す
るように構成されている場合、パブリックネットワークに障害が発生して
も、HA-Oracleデータベースリソースはフェイルオーバーしません。

回避方法: HA-OracleデータベースとともにOracle Grid Infrastructure SCANリスナーを
使用する場合は、SCANリスナーと同じサブネット上にある IPアドレスを持つ論理
ホストを、HA-Oracleデータベースリソースグループに追加します。

データサービス構成ウィザードがスケーラブルなHAStoragePlus
のストレージリソースおよびリソースグループをサポートしない
(7202824)
問題のサマリー:既存のデータサービス構成ウィザードは、スケーラブルな
HAStoragePlusリソースおよびリソースグループの構成をサポートしません。ま
た、ウィザードでは、スケーラブルなHAStoragePlusの既存のリソースおよびリ
ソースグループを検出できません。

たとえば、複数インスタンスモードでHA for WebLogic Serverを構成するときに、ク
ラスタに既存のスケーラブルなHAStoragePlusリソースおよびリソースグループが存
在する場合であっても、「選択項目に利用可能な高可用性ストレージリソースはあ
りません。」と表示されます。

回避方法:スケーラブルなHAStoragePlusリソースおよびリソースグループを使用す
るデータサービスを次の方法で構成します。

1. clresourcegroupおよび clresourceコマンドを使用して、HAStoragePlusリソース
グループおよびリソースをスケーラブルモードで構成します。

2. clsetupウィザードを使用して、データサービスがローカルファイルシステム上
にあるかのように (つまり関係するストレージリソースがないかのように)構成し
ます。

3. CLIを使用して、手順 1で構成したスケーラブルなHAStoragePlusリソース上でオ
フライン再起動依存関係を、スケーラブルなHAStoragePlusリソースグループ上
で強い肯定的なアフィニティーを作成します。

既知の問題点とバグ
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排他的 IPゾーンクラスタからノードを削除すると、クラスタ
ノードでパニックが発生する (7199744)
問題のサマリー:ゾーンクラスタノードが排他的 IPゾーンクラスタから削除される
と、排他的 IPゾーンクラスタをホストするグローバルクラスタノードでパニックが
発生します。この問題は、InfiniBandインターコネクトを使用するグローバルクラス
タのみで発生します。

回避方法:ゾーンクラスタノードを削除する前に、排他的 IPゾーンクラスタを停止し
ます。

良好なprivnetにもかかわらず、存在しないprivnetによって
ゾーンクラスタのブートが停止する (7199431)
問題のサマリー:排他的 IPゾーンクラスタ構成 (ip-type=exclusive)で無効または存
在しないネットワークリンクが privnetリソースとして指定されている場合、有効な
privnetリソースが存在するにもかかわらず、ゾーンクラスタノードはゾーンクラス
タへの参加に失敗します。

回避方法:無効な privnetリソースをゾーンクラスタ構成から削除してから、ゾーン
クラスタノードをリブートします。

# clzonecluster reboot -n nodename zone-cluster

または、無効な privnetリソースに対応する見つからないネットワークリンクを作成
してから、ゾーンをリブートします。詳細については、dladm(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

clzoneclusterコマンドは allowed-addrなしでdefrouterを指定でき
ないことを検証できず、CCRは構成に失敗する (7199135)
問題のサマリー:排他的 IPゾーンクラスタにおいて、defrouterプロパティーが指定
されているのに allowed-addressプロパティーが指定されていないノードスコープで
netリソースを構成すると、Oracle Solarisソフトウェアがエラーになります。Oracle
Solarisソフトウェアでは、排他的 IPゾーンクラスタで defrouterプロパティーを指
定する場合は、 allowed-addressプロパティーを常に指定する必要があります。そう
しない場合、Oracle Solarisソフトウェアは適切なエラーメッセージを報告します
が、クラスタはゾーンクラスタ情報でCCRをすでに設定しています。この処理で
は、ゾーンクラスタはUnknown状態のままです。

回避方法:ゾーンクラスタの allowed-addressプロパティーを指定します。

既知の問題点とバグ
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いずれかのクラスタノードがクラスタ内にない場
合、clzoneclusterの boot、rebootおよび haltサブコマンドが失
敗する (7193998)
問題のサマリー:いずれかのクラスタノードがクラスタ内にない場合であって
も、clzonecluster boot、reboot、および haltサブコマンドが失敗します。次のよ
うなエラーが表示されます。

root@pnode1:~# clzc reboot zoneclustername

clzc: (C827595) "pnode2" is not in cluster mode.

clzc: (C493113) No such object.

root@pnode1:~# clzc halt zoneclustername

clzc: (C827595) "pnode2" is not in cluster mode.

clzc: (C493113) No such object.

非クラスタモードであるノードでは、clzonecluster boot、reboot、および haltサブ
コマンドは、失敗するのではなく、スキップする必要があります。

回避方法: clzonecluster bootまたは clzonecluster haltコマンドで次のオプション
を使用し、サブコマンド用のノードのリストを指定します。

-n nodename[,...]

-nオプションは、指定されたノードサブセット上でサブコマンドを実行できま
す。たとえば、ノード pnode1、pnode2、および pnode3による 3ノードクラスタで
ノード pnode2がダウンすると、次の clzoneclusterサブコマンドを実行してダウン
したノードを除外することができます。

clzonecluster halt -n pnode1,pnode3 zoneclustername
clzonecluster boot -n pnode1,pnode3 zoneclustername
clzonecluster reboot -n pnode1,pnode3 zoneclustername

クラスタファイルシステムが拡張属性をサポートしない
(7167470)
問題のサマリー:現在、拡張属性はクラスタファイルシステムでサポートされていま
せん。ユーザーが xattrマウントオプションを使用してクラスタファイルシステムを
マウントするときは、次のような動作が見られます。

■ 通常のファイルで拡張属性を操作すると、ENOENTエラーで失敗します。
■ ディレクトリで拡張属性を操作すると、ディレクトリ自身の通常操作という結果
になります。

そのため、クラスタファイルシステムでファイルの拡張属性にアクセスするプログ
ラムは、予期した結果が得られないことがあります。

回避方法:クラスタファイルシステムを noxattrマウントオプションを指定してマウ
ントします。

既知の問題点とバグ
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chmodを使用して setuidアクセス権を設定すると、PxFSセカンダ
リサーバーの非大域ゾーンでエラーを返す (7020380)
問題のサマリー: chmodコマンドは、クラスタファイルシステム上のファイルで
setuidアクセス権の変更に失敗することがあります。chmodコマンドが非大域ゾーン
で実行され、その非大域ゾーンが PxFSプライマリサーバー上にない場合、 chmodコ
マンドは setuidアクセス権の変更に失敗します。

例:

# chmod 4755 /global/oracle/test-file
chmod: WARNING: can’t change /global/oracle/test-file

回避方法:次のいずれかを実行します。

■ クラスタファイルシステムにアクセスするすべてのグローバルクラスタノードで
操作を行います。

■ クラスタファイルシステムへのループバックマウントがある PxFSプライマリ
ノードで実行されるすべての非大域ゾーンで操作を行います。

■ エラーが発生した非大域ゾーンが実行されているグローバルクラスタノードに
PxFSプライマリを切り替えます。

チューニング不可の拡張プロパティーがある構成ファイルからリ
ソースを作成できない (6971632)
問題のサマリー: XML構成ファイルを使用してリソースを作成する場合に、リソース
にチューニング不可の拡張プロパティー (つまり、Tunableリソースプロパティー属
性が Noneに設定されている)があると、コマンドがリソースの作成に失敗します。

回避方法: XML構成ファイルを編集して、チューニング不可の拡張プロパティーをリ
ソースから削除します。

クラスタに負荷がかかっているときにデバイスフェンシングを無
効にすると、予約の競合が発生する (6908466)
問題のサマリー:アクティブな入出力負荷がかかっている共有デバイスのフェンシン
グをオフにすると、そのデバイスに接続されているいずれかのノードで予約競合の
パニックが発生することがあります。

回避方法:デバイスのフェンシングをオフにする前に、デバイスへの入出力を休止し
ます。

既知の問題点とバグ

第 1章 • Oracle Solaris Cluster 4.1リリースノート 37



複製されたデバイスグループのステータスによってスイッチ
オーバーが発生すると EMC SRDFはスイッチオーバーを却下
し、スイッチバックが失敗する (6798901)
問題のサマリー:複製ペアが分割された EMC SRDFデバイスグループがデバイスグ
ループを別のノードにスイッチオーバーしようとすると、スイッチオーバーが失敗
します。さらに、複製ペアがペアード状態に戻るまで、デバイスグループは元の
ノードでオンラインに復帰できません。

回避方法:関連付けられているOracle Solaris Clusterグローバルデバイスグループを別
のクラスタノードに切り替える前に、SRDFの複製が分割されていないことを確認し
ます。

クラスタ構成からノードを削除すると、ノードパニックが発生す
ることがある (6735924)
問題のサマリー:クラスタ構成を 3ノードクラスタから 2ノードクラスタに変更した
場合に、残りのノードの 1つがクラスタを離れるか、クラスタ構成から削除される
と、クラスタが完全に失われることがあります。

回避方法: 3ノードクラスタ構成からノードを削除した直後に、残りのクラスタ
ノードの 1つで cldevice clearコマンドを実行します。

DIDを結合するときに検証チェックがさらに必要 (6605101)
問題のサマリー: cldeviceコマンドは、単一DIDデバイスに結合されている複製され
た SRDFデバイスが実際には相互の複製であり、指定された複製グループに属してい
ることを検証できません。

回避方法: SRDFで使用するDIDデバイスを結合するときは慎重に行ってくださ
い。指定されたDIDデバイスインスタンスが相互の複製であること、およびそれら
が指定された複製グループに属していることを確認します。

データサービス

アクティブスタンバイ構成がHA for TimesTenでサポートされてい
ない (16861602)
問題のサマリー: TimesTenのアクティブスタンバイ構成には、TimesTen ttCWadmin

ユーティリティーへのOracle Solaris Clusterメソッドの統合が必要です。この統合
は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle TimesTen Guide』で説明されていま
すが、まだ行われていません。そのため、TimesTenのアクティブスタンバイ構成を
Oracle Solaris Cluster HA for TimesTenで使用したり、TimesTen ttCWadminユーティリ
ティーをOracle Solaris Clusterで使用したりしないでください。

既知の問題点とバグ
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Oracle Solaris Cluster TimesTenデータサービスには 1組のリソースタイプが付属して
います。これらのリソースタイプのほとんどは、TimesTenのアクティブスタンバイ
構成で使用するためのものです。Oracle Solaris Clusterでの高可用性TimesTen構成に
は ORCL.TimesTen_serverリソースタイプのみを使用する必要があります。

回避方法: TimesTenのアクティブスタンバイ構成を使用しないでください。

ゾーンクラスタ向けにNASを使用して構成された
SUNW.ScalMountPointリソースのプロパティーを更新できない
(7203506)
問題のサマリー:ゾーンクラスタ向けにNASファイルシステムを使用して構成された
SUNW.ScalMountPoint リソースのプロパティーを更新しようとすると、次のようなエ
ラーメッセージで失敗します。

clrs: hostname:zone-cluster : Bad address

回避方法: clresourceコマンドを使用してリソースを削除してから、すべての必須プ
ロパティーでリソースを再作成します。

ゾーンクラスタのスケーラブルなHAStoragePlusリソースで構成
されたグローバルファイルシステムにアクセスできない
(7197623)
問題のサマリー:グローバルクラスタの /etc/vfstabファイルに次のエントリを持つ
クラスタファイルシステムでは、mount-at-boot値が noであるとみなされます。

# cat /etc/vfstab

/dev/md/datadg/dsk/d0 /dev/md/datadg/rdsk/d0 /global/fs-data ufs 5 no logging,global

ゾーンクラスタのスケーラブルなリソースグループでHAStoragePlusリソースが作成
され、前述のクラスタファイルシステムでmount-at-bootの値が noに設定されている
場合、クラスタファイルシステムのデータはゾーンクラスタノードのマウントポイ
ントから認識できないことがあります。

回避方法:次の手順を実行して問題を回避します。

1. あるグローバルクラスタノードから、ゾーンクラスタのスケーラブルなリソース
グループでHAStoragePlusを含むものをオフラインにします。

# clresourcegroup offline -Z zonecluster scalable-resource-group
2. 各グローバルクラスタノードの /etc/vfstabファイルで、クラスタファイルシス
テムエントリのmount-at-bootの値を yesに変更します。

/dev/md/datadg/dsk/d0 /dev/md/datadg/rdsk/d0 /global/fs-data ufs 5 yes logging,global

3. あるグローバルクラスタノードから、ゾーンクラスタのスケーラブルなリソース
グループでHAStoragePlusを含むものをオンラインにします。

既知の問題点とバグ
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# clresourcegroup online -Z zonecluster scalable-resource-group

RACウィザードが「エラー: Oracle ASMがインストールされていな
いか、またはインストールが無効です。」で失敗する (7196184)
問題のサマリー: Oracle RAC構成ウィザードがメッセージ「エラー: Oracle ASMがイ
ンストールされていないか、またはインストールが無効です。」で失敗します。

回避方法:次のように、/var/opt/oracle/oratabファイル内で「ASM」エントリが 1
番目であることを確認します。

root@phys-schost-1:~# more /var/opt/oracle/oratab

...

+ASM1:/u01/app/11.2.0/grid:N # line added by Agent

MOON:/oracle/ora_base/home:N

WebLogic ServerがNFSにインストールされている場
合、ゾーン/ゾーンクラスタでWebLogic Serverドメインを構成し
ているときに clsetupウィザードが失敗する (7196102)
問題のサマリー: WebLogic ServerがNFSマウントポイントにインストールされている
場合、ゾーン/ゾーンクラスタ内で clsetupウィザードを使用したHA-WebLogic
Serverリソースの構成に失敗します。

この問題は、グローバルクラスタ上のNFSストレージを使用する場合やNFS以外の
ストレージを使用する場合は発生しません。

この問題が発生する条件:ゾーン内にWebLogic Serverがインストールされている状態
でNFSストレージをマウントし、clsetupウィザードを使用してWebLogic Serverを
構成します。

エラーメッセージ: エラー: 指定されたパスは、有効な WebLogic Server ドメインの
場所ではありません。類似のメッセージがホームの場所、起動スクリプトおよび環
境ファイルに対して表示されます

最後に、Administration/Managed/RPSサーバーディスカバリで失敗します。

Not able to find the WebLogic Administration Server Instance.

Make sure the provided WebLogic Domain Location (<DOMAIN_LOCATION_PROVIDED>)

is the valid one.

No Reverse Proxy Server Instances found. You can’t proceed further.

No Managed Server instances found. You can’t proceed further.

回避方法: WebLogic Serverリソースを手動で構成します。

既知の問題点とバグ
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大量の非ネットワーク認識GDSリソースがある場合、一部が再起
動に失敗してオフラインのままになる (7189659)
問題のサマリー:この問題は、次の条件をすべて満たすGeneric Data Service (GDS)リ
ソースに影響します。

■ カスタムのプローブスクリプトが構成されていない
■ network_awareプロパティーが FALSEに設定されている。
■ Retry_countプロパティーが -1に設定されている。

リソースの起動に失敗し続ける場合、GDSはいつまでも再起動し続けます。エ
ラー「再起動操作に失敗しました: クラスタが再構成されています」が生成される
問題があります。これにより、GDSリソースが自動的に再起動しません。

回避方法:影響を受けるGDSリソースを手動で無効にしてから再度有効にします。

SUNW.Proxy_SMF_failover sc_delegated_restarterファイル記述子
がリークする (7189211)
問題のサマリー: SMFプロキシリソース SUNW.Proxy_SMF_failoverの無効と有効が切
り替わるたびに、ファイル記述子数が 1つずつ増加します。切り替えが繰り返され
ると、ファイル記述子数が 256まで増加して、リソースをオンラインに切り替えで
きなくなる上限に達する可能性があります。

回避方法: sc_restarter SMFサービスを無効にしてから再度有効にします。

# svcadm disable sc_restarter

# svcadm enable sc_restarter

Debug_level=1に設定した場合、pas-rgがノード2にフェイル
オーバーし、ノード1を起動できなくなる (7184102)
問題のサマリー: Debug_levelプロパティーを 1に設定すると、ダイアログインスタン
スリソースをどのノードでも起動できなくなります。

回避方法: Debug_level=2を使用します (これは Debug_level=1のスーパーセットで
す)。

スケーラブルなアプリケーションがゾーンクラスタ間で切り離さ
れない (6911363)
問題のサマリー:異なるゾーンクラスタ内で実行されるように構成されたスケーラブ
ルなアプリケーションが INADDR_ANYにバインドし、同じポートを使用する場合、異
なるゾーンクラスタ内で実行されるこれらのアプリケーションのインスタンスをス
ケーラブルなサービスで識別することはできません。

既知の問題点とバグ
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回避方法:スケーラブルなアプリケーションは、ローカル IPアドレスとして
INADDR_ANYにバインドするように構成しないでください。スケーラブルなアプリ
ケーションは、別のスケーラブルなアプリケーションと競合しないポートにバイン
ドするように構成します。

clnas addコマンドまたは clnas removeコマンドを複数のノード
で同時に実行すると問題が発生する可能性がある (6791618)
問題のサマリー: NASデバイスを追加または削除するときに、clnas addコマンドま
たは clnas removeコマンドを複数のノードで同時に実行すると、NAS構成ファイル
が破損する可能性があります。

回避方法: clnas addコマンドまたは clnas removeコマンドを実行するときは、一度
に 1つのノードで実行します。

開発者環境

clresource show -pコマンドが誤った情報を返す (7200960)
問題のサマリー: solaris10 ブランドの非大域ゾーンで、clresource show -p property
コマンドが誤った情報を返します。

回避方法:このバグはOracle Solaris Cluster 4.1より前のバイナリの solaris10ブランド
ゾーンで発生します。次のコマンドを大域ゾーンから実行し、ローカルの非大域
ゾーンリソースに関して正しい情報を取得します。

# clresource show -p property -Z zone-name

Geographic Edition

クラスタノードが Sun ZFS Storage Applianceプロジェクトまたは
iSCSI LUNにアクセスできない (15924240)
問題のサマリー:サイトがプライマリであるときにノードがクラスタを離れた場
合、プロジェクトまたは iSCSI LUNは防御されます。ただし、スイッチオーバーまた
はテイクオーバーのあとにノードが新しいセカンダリに参加するとき、プロジェク
トまたは iSCSI LUNの防御が解除されていないため、ノードがプライマリにプロ
モートしたあとでこのノード上のアプリケーションはファイルシステムにアクセス
できません。

回避方法:ノードをリブートします。

既知の問題点とバグ
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あるパートナーでDR状態がunknownを報告したままになる
(7189050)
問題のサマリー: DR状態が unknownを報告したままになりますが、DRリソースは複
製状態を正しく報告しています。

回避方法: geopg validate protection-groupコマンドを実行して、保護グループに対し
てリソースグループの状態通知を強制的に実行します。

プライマリで fs umountが失敗したために、セカンダリへのテイ
クオーバーが失敗する (7182720)
問題のサマリー:プライマリサイトでファイルシステムの umountが失敗すると、保護
グループのテイクオーバーが失敗します。

回避方法:次の手順を実行します。

1. fuser -cu file-system を発行します。
2. プライマリサイトで、アプリケーション以外のプロセス ID (cdなど)を確認しま
す。

3. そのようなプロセスを終了してから、テイクオーバー操作を実行します。

BUIを使用してプロジェクトの複製を停止した場合、ZFS Storage
Applianceの保護グループの作成および検証が失敗する (7176292)
問題のサマリー:ブラウザユーザーインタフェース (BUI)を使用して複製を停止した
場合、保護グループの検証に失敗すると保護グループが構成エラー状態になりま
す。

回避方法: BUIから、次の操作を実行して複製を停止します。

1. 「Shares」タブで、複製しているプロジェクトを選択します。
2. 「Replication」タブをクリックし、「Scheduled」オプションを選択します。
3. ステータスが manualに変化するまで待ってから、「Enable」/「Disable」ボタンを
クリックします。

ゾーンクラスタが使用中の場合、グローバルクラスタからの通知
電子メールが複数送信される (7098290)
問題のサマリー:ゾーンクラスタでOracle Solaris Cluster Geographic Editionが構成され
ている場合、パートナークラスタへの接続が失われたことについての通知電子
メールが、ゾーンクラスタとグローバルクラスタの両方から複数送信されます。電
子メールは、ゾーンクラスタのみから送信される必要があります。

回避方法:これは、クラスタイベント処理の副作用です。問題ないため、重複は無視
してください。

既知の問題点とバグ
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インストール

既存の3.3 5/11 solaris10ブランドゾーンでパッチオプションを指
定せずにデータサービスエージェントをインストールできない
(7197399)
問題のサマリー: Oracle Solaris Cluster 3.3または 3.3 5/11 DVDから solaris10ブランド
の非大域ゾーンでエージェントをインストールするときに、solaris10ブランド
ゾーンをサポートするパッチを指定しない場合は clzoncecluster install-clusterコ
マンドが失敗します。

回避方法:次の手順を実行して、Oracle Solaris Cluster 3.3または 3.3 5/11 DVDから
solaris10ブランドゾーンにエージェントをインストールします。

1. ゾーンクラスタをリブートしてオフラインモードにします。

# clzonecluster reboot -o zonecluster
2. clzonecluster install-clusterコマンドを実行して、solaris10ブランドゾーン
をサポートするコアパッチの情報を指定します。

# clzonecluster install-cluster -d dvd -p patchdir=patchdir[,patchlistfile=patchlistfile] \

-n node[,...]] zonecluster
3. インストールが完了したら、ゾーンクラスタをリブートしてオンラインにしま
す。

# clzonecluster reboot zonecluster

solaris10ブランドゾーンに対して install-clusterではなく installが
使用されているときに、clzoneclusterがエラーを報告しない
(7190439)
問題のサマリー: Oracle Solaris ClusterリリースDVDからインストールするために
clzonecluster installコマンドを使用すると、メッセージが何も出力されません
が、ノードに何もインストールされません。

回避方法: solaris10ブランドゾーンにOracle Solaris Clusterリリースをインストール
する場合は、Oracle Solaris 10イメージをインストールするときに使用する
clzonecluster installコマンドは使用しないでください。代わりに、clzonecluster

install-clusterコマンドを使用します。

ホスト名に大文字が含まれている場合、ASMインスタンスプロキ
シリソースの作成がエラーになる (7190067)
問題のサマリー:クラスタノードのホスト名に大文字を使用すると、ASMインスタン
スプロキシリソースの作成に失敗します。

既知の問題点とバグ
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回避方法: Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールときは、クラスタノード
のホスト名には小文字のみを使用します。

ウィザードがASM SIDを検出しない (7190064)
問題のサマリー: clsetupユーティリティーを使用してHA for OracleまたはHA for
Oracle RACデータベースを構成するときに、クラスタノードのホスト名が大文字を
使用して構成されていると「Oracle ASMシステム識別子」画面でOracle ASM SIDを
検出したり構成したりすることができません。

回避方法: Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールときは、クラスタノード
のホスト名には小文字のみを使用します。

クラスタノードのホスト名に大文字が含まれている場合、RACプ
ロキシリソースの作成に失敗する (7189565)
問題のサマリー:クラスタノードのホスト名に大文字を使用すると、RACデータ
ベースプロキシリソースの作成に失敗します。

回避方法: Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールときは、クラスタノード
のホスト名には小文字のみを使用します。

solaris10ブランドゾーンで非対話的なデータサービスインス
トールを行う場合に、データサービス名を取得するのが困難であ
る (7184714)
問題のサマリー: clzonecluster install-clusterコマンドを使用して -sオプションを
指定してエージェントをインストールするときに、指定するエージェント名を知る
ことは困難です。

回避方法: clzonecluster install-cluster -d dvd -s {all | software-component [,…]}
options zone-clusterコマンドを使用して solaris10ブランドゾーンクラスタを作成す
るときは、-sオプションを指定して次のクラスタコンポーネントを指定できます。

■ geo

■ 9ias

■ apache

■ container

■ dhcp

■ dns

■ ebs (SPARCのみ)
■ hadb

■ ids

■ iws

■ kerberos

既知の問題点とバグ
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■ livecache

■ mqi

■ mqs

■ mys

■ n1ge

■ n1sps

■ nfs

■ obiee (SPARCのみ)
■ oep

■ ohs

■ opmn

■ oracle

■ pax (SPARCのみ)
■ PeopleSoft (SPARCのみ)
■ PostgreSQL

■ rac

■ s1as

■ s1mq

■ saa (SPARCのみ)
■ sag (SPARCのみ)
■ sap

■ sapdb

■ sapnetw

■ sapwebas

■ siebel (SPARCのみ)
■ smb

■ sybase

■ TimesTen

■ tomcat

■ wls

■ xvm (SPARCのみ)

Trusted Extensionsを実行しているマシンで cacaoが通信できない
(7183625)
問題のサマリー: Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールおよび構成する前
にOracle SolarisソフトウェアのTrusted Extensions機能が有効な場合、Oracle Solaris
Clusterの設定手順で共通エージェントコンテナセキュリティーキーをクラスタの
ノード間でコピーできません。コンテナがクラスタノードで正しく機能するに
は、すべてのクラスタノード上でセキュリティーキーの同一コピーが必要です。

回避方法:セキュリティーキーを 1つのグローバルクラスタノードからグローバルク
ラスタの他のすべてのノードに手動でコピーします。

1. 各ノードで、セキュリティーファイルエージェントを停止します。

既知の問題点とバグ
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phys-schost# /usr/sbin/cacaoadm stop

2. 1つのノードで、/etc/cacao/instances/default/ディレクトリに変更します。

phys-schost-1# cd /etc/cacao/instances/default/

3. /etc/cacao/instances/default/ディレクトリの tarファイルを作成します。

phys-schost-1# tar cf /tmp/SECURITY.tar security

4. /tmp/SECURITY.tarファイルを他の各クラスタノードにコピーします。

5. /tmp/SECURITY.tarファイルをコピーした各ノード上で、セキュリティーファイル
を解凍します。

/etc/cacao/instances/default/ディレクトリにすでにセキュリティーファイルが
ある場合は、すべて上書きされます。

phys-schost-2# cd /etc/cacao/instances/default/

phys-schost-2# tar xf /tmp/SECURITY.tar

6. クラスタの各ノードから /tmp/SECURITY.tarファイルを削除します。

注 –セキュリティーのリスクを避けるために tarファイルの各コピーを削除する必
要があります。

phys-schost-1# rm /tmp/SECURITY.tar

phys-schost-2# rm /tmp/SECURITY.tar

7. 各ノードで、セキュリティーファイルエージェントを再起動します。

phys-schost# /usr/sbin/cacaoadm start

コマンド clnode remove -F nodenameが Solaris Volume Managerの
デバイスグループからノードnodenameを削除できない (6471834)
問題のサマリー:コマンド clnode remove -F nodenameを使用してクラスタからノード
を削除するときに、削除されるノードの無効なエントリが Solaris Volume Managerの
デバイスグループに残ることがあります。

回避方法: clnode remove -F nodenameコマンドを実行する前に、metasetコマンドを
使用して、Solaris Volume Managerのデバイスグループからそのノードを削除しま
す。

Solaris Volume Managerのデバイスグループからノードを削除する前に、clnode

remove -F nodename コマンドを実行した場合は、アクティブなクラスタノードから
metasetコマンドを実行して、Solaris Volume Managerのデバイスグループから無効な
ノードエントリを削除します。その後、clnode clear -F nodename コマンドを実行し
て、クラスタからそのノードのすべての痕跡を完全に削除します。

既知の問題点とバグ
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自動検出は各アダプタに対してインターコネクトパスを1つだけ
検出するべきである (6299097)
問題のサマリー:インターコネクトアダプタ間のネットワークハードウェアに冗長パ
スがある場合、scinstallユーティリティーが、それらの間のインターコネクトパス
の構成に失敗することがあります。

回避方法:自動検出によって複数のインターコネクトパスが検出された場合は、各パ
スのアダプタのペアを手動で指定します。

実行時

論理ホスト名のフェイルオーバーによって重複したアドレスが生
成され、機能停止が発生する (7201091)
問題のサマリー:共有 IPゾーンクラスタ (ip-type=shared)の場合、ゾーンクラスタ
ノードの配下の非大域ゾーンが uadmin 1 0または uadmin 2 0 コマンドでシャットダウ
ンされると、その結果発生した LogicalHostnameリソースのフェイルオーバーに
よって、新しいプライマリノードで重複した IPアドレスが構成されることがありま
す。重複したアドレスがアプリケーションによって使用可能でなくなる 5分後ま
で、重複したアドレスには DUPLICATEフラグでマークが付けられます。DUPLICATEフ
ラグの詳細については、ifconfig(1M)のマニュアルページを参照してください。

回避方法:次のいずれかの方法を使用します。
■ ゾーンクラスタノードをグローバルゾーンからクリーンシャットダウンします。

# /usr/cluster/bin/clzonecluster -n nodename halt zone-cluster
■ ゾーンクラスタノード内からシャットダウンを実行する前に、ゾーンクラスタ
ノードからすべてのリソースグループを退避します。

# /usr/cluster/bin/clresourcegroup evacuate -n zone-cluster-node +

マニフェストで設定される環境変数が sc_delegated_restarterで考
慮されない (7173159)
問題のサマリー:サービスが SUNW.Proxy_SMF_failoverリソースタイプの制御下にあ
るときに、サービスマニフェストで指定された環境変数がどれも認識されません。

回避方法:回避方法はありません。

ipadm disable-if -t interfaceでトランスポートインタフェースを無
効にしたあと、再度有効にできない (7141828)
問題のサマリー:プライベートトランスポートインタフェースで ipadm disable-ifコ
マンドを意図せず使用すると、クラスタトランスポートパスがオフラインになりま
す。

既知の問題点とバグ
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回避方法:無効になっているインタフェースが接続しているケーブルを無効にしてか
ら再度有効にします。

1. インタフェースが接続しているケーブルを判定します。

# /usr/cluster/bin/clinterconnect show | grep Cable

2. このノードのこのインタフェースのケーブルを無効にします。

# /usr/cluster/bin/clinterconnect disable cable
3. ケーブルを再度有効にして、パスをオンラインにします。

# /usr/cluster/bin/clinterconnect enable cable

getnetmaskbyaddr()が原因で発生する論理ホスト名のフェイル
オーバーの失敗 (7075347)
問題のサマリー: netmasksネームサービスで nisが有効になっている場合、論理ホス
ト名のフェイルオーバーのために、ネットワークからネットマスクを取得する必要
があります。この getnetmaskbyaddr()への呼び出しは、CR 7051511が原因でしばら
くの間ハングアップしますが、リソースグループマネージャー (RGM)によってその
リソースが FAILED状態にされるくらいに長い間ハングアップすることがありま
す。これは、正しいネットマスクエントリが /etc/netmasksローカルファイルに
あっても発生します。この問題は、マルチホームのクラスタ (複数のサブネットにあ
るクラスタノードなど)にのみ影響します。

回避方法: SMFサービスによって処理される /etc/nsswitch.confファイルを構成し
て、netmasksの検索に filesのみを使用するようにします。

# /usr/sbin/svccfg -s svc:/system/name-service/switch setprop config/netmask = astring:\"files\"

# /usr/sbin/svcadm refresh svc:/system/name-service/switch

アップグレード

x86: x86ノード上で scinstall -u updateによるクラスタパッケージ
のアップグレードが失敗することがある (7201491)
問題のサマリー: x86クラスタノードで scinstall -u updateを実行すると、クラスタ
パッケージのアップグレードに失敗することがあります。次のエラーメッセージが
報告されます。

root@phys-schost-1:~# scinstall -u update

Calling "scinstall -u preupgrade"

Renamed "/.alt.s11u1_24a-2/etc/cluster/ccr" to "/.alt.s11u1_24a-2/etc/cluster/ccr.upgrade".
Log file - /.alt.s11u1_24a-2/var/cluster/logs/install/scinstall.upgrade.log.12037

既知の問題点とバグ

第 1章 • Oracle Solaris Cluster 4.1リリースノート 49



** Upgrading software **

Startup: Linked image publisher check ... Done

Startup: Refreshing catalog ’aie’ ... Done

Startup: Refreshing catalog ’solaris’ ... Done

Startup: Refreshing catalog ’ha-cluster’ ... Done

Startup: Refreshing catalog ’firstboot’ ... Done

Startup: Checking that pkg(5) is up to date ... Done

Planning: Solver setup ... Done

Planning: Running solver ... Done

Planning: Finding local manifests ... Done

Planning: Fetching manifests: 0/26 0% complete

Planning: Fetching manifests: 26/26 100% complete

Planning: Package planning ... Done

Planning: Merging actions ... Done

Planning: Checking for conflicting actions ... Done

Planning: Consolidating action changes ... Done

Planning: Evaluating mediators ... Done

Planning: Planning completed in 16.30 seconds

Packages to update: 26

Planning: Linked images: 0/1 done; 1 working: zone:OtherNetZC

pkg: update failed (linked image exception(s)):

A ’update’ operation failed for child ’zone:OtherNetZC’ with an unexpected

return value of 1 and generated the following output:

pkg: 3/4 catalogs successfully updated:

Framework stall:

URL: ’http://bea100.us.oracle.com:24936/versions/0/’

回避方法: scinstall -u update コマンドを実行する前に、pkg refresh --full を実行
します。

ソフトウェアアップデート
このセクションでは、Oracle Solaris Cluster構成のソフトウェアアップデートに関す
る情報を提供し、次の項目について説明します。

■ 51ページの「パッチ管理ツール」
■ 51ページの「My Oracle Support」

注 –アップデートを適用または削除する前に、ソフトウェアアップデートの
READMEを参照してください。

Oracle Solaris Cluster製品向けの必要なソフトウェアアップデートを確認してダウン
ロードするには、My Oracle Supportのユーザー登録が必要です。My Oracle Supportア
カウントを持っていない場合は、Oracleのサービス担当またはセールスエンジニア
に連絡するか、http://support.oracle.comでオンライン登録してください。

ファームウェアのアップデートについては、ハードウェアのドキュメントを参照し
てください。

ソフトウェアアップデート
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パッチ管理ツール
Oracle Solarisパッケージ管理ユーティリティー pkgの使用法については、『Oracle
Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新』の第 4章「ソフトウェア
パッケージのインストールおよび更新」を参照してください。

My Oracle Support
My Oracle Support Webサイトには、Oracle製品のソフトウェア、ソフトウェアアップ
デート、およびファームウェアに関する最新情報が常時掲載されています。サ
ポートされるソフトウェア、ファームウェア、およびソフトウェアアップデートの
リビジョンの最新のマトリックスについては、My Oracle Supportサイト (http://
support.oracle.com)にアクセスしてください。

Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアをインストールし、クラスタコンポーネント
(Oracle Solaris OS、Oracle Solaris Clusterソフトウェア、ボリュームマネージャーソフ
トウェア、データサービスソフトウェア、またはディスクハードウェア)にソフト
ウェアアップデートを適用する前に、取得したアップデートに付属する各 README

ファイルを確認してください。クラスタが正常に動作するためには、すべてのクラ
スタノードが同じソフトウェアアップデートレベルである必要があります。

詳細なソフトウェアアップデート手順については、『Oracle Solaris Clusterシステム
管理』の第 11章「ソフトウェアの更新」を参照してください。

Oracle Solaris Cluster 4.1のドキュメントセット
Oracle Solaris Cluster 4.1ユーザードキュメントは、PDFおよびHTML形式で次のWeb
サイトから入手できます。

http://docs.oracle.com/docs/cd/E29086_01/index.html

ドキュメントの問題
このセクションでは、Oracle Solaris ClusterおよびGeographic Edition 4.1リリースのド
キュメントの誤りまたは記載漏れについて説明します。

■ 52ページの「Upgrade Guide」
■ 52ページの「HA for Oracleのガイド」
■ 53ページの「HA for Oracle RACのガイド」
■ 53ページの「HA for Oracle Solaris Zonesのガイド」
■ 54ページの「Solaris Volume Manager」
■ 54ページの「Geographic Edition Data Replication Guide for Oracle Solaris Availability

Suite」
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■ 54ページの「マニュアルページ」

Upgrade Guide
複数の章で、scinstall -u update コマンドの構文に、ライセンス情報を指定するた
めのオプションが必要な場合にも欠落しています。完全なコマンド構文は次のとお
りです。

# scinstall -u update -b [-b bename] [-L accept,licenses]

-Lオプションの詳細については、scinstall(1M)マニュアルページを参照してくださ
い。

HA for Oracleのガイド
■ 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracleガイド』の「HA for Oracle拡張プロパ
ティーの設定」で、Oracleサーバーリソースの必須拡張プロパティーのリスト
は、Oracle Grid Infrastructureが使用されている場合のみ有効です。Oracle Grid
Infrastructureを使用していない場合、次の拡張プロパティーもOracleサーバーリ
ソースに必要です。
■ Connect_string

■ Alert_log_file

この情報は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracleガイド』の「Oracle ASM
なしでHA for Oracleを登録および構成する方法 (CLI)」の手順 9からも欠落してい
ます。

Connect_stringおよび Alert_log_file拡張プロパティーについて
は、SUNW.oracle_server(5)のマニュアルページを参照してください。

■ 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracleガイド』の「ノードの準備方法」
で、次のように手順 7を修正し、手順 8を追加します。

7.ゾーンクラスタを使用している場合は、clzoneclusterコマンドを使用して
limitprivプロパティーを構成します。

# clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname>set limitpriv="default,proc_priocntl,proc_clock_highres"

clzonecluster:zcname>commit
8.それぞれのゾーンクラスタノードで、Oracle Clusterware時間同期がアク
ティブモードで実行されないようにします。
■ ゾーンクラスタノードに rootとしてログインします。
■ 空の /etc/inet/ntp.confファイルを作成します。

# touch /etc/inet/ntp.conf

ドキュメントの問題

Oracle Solaris Cluster 4.1リリースノート • 2014年 9月、E37872-0352

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29093&id=-scinstall-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29259&id=-chdbghhb
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29259&id=-chdbghhb
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29259&id=-chdjefic
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29259&id=-chdjefic
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29094&id=-sunw.oracle-server-5
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E29259&id=-x-47nni


HA for Oracle RACのガイド
第 1章の「ゾーンクラスタでOracle RACソフトウェアに必要な特権を設定する方
法」で説明する手順に、正しくない情報が含まれています。正しい手順は次のとお
りです。

1. ゾーンクラスタをホストするグローバルクラスタノードでスーパーユーザーにな
ります。

2. clzoneclusterコマンドを使用して、limitprivプロパティーを構成します。

# clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname>set limitpriv ="default,proc_priocntl,proc_clock_highres"

clzonecluster:zcname>commit

3. Oracle RACバージョン 11gリリース 2以降では、Oracle Clusterwareの時間同期が
アクティブモードで実行されないようにします。

a. ゾーンクラスタノードに rootとしてログインします。

b. 空の /etc/inet/ntp.confファイルを作成します。

# touch /etc/inet/ntp.conf

HA for Oracle Solaris Zonesのガイド
次の手順は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Solaris Zones
Guide』の「How to Install a Zone and Perform the Initial Internal Zone Configuration」から
欠落しています。手順 6bの直後に次の手順を実行してください。

c.ブート環境で新しいUUIDを更新したノードで、ブランドタイプが solarisで
あるその他の非大域ゾーンが構成されている場合は、ブランドタイプが solaris

である非大域ゾーンごとに、アクティブになっているブート環境で同じUUIDを
設定します。

phys-schost-2# zfs set org.opensolaris.libbe:parentbe=uuid poolname/zonepath/rpool/ROOT/bename

例:

phys-schost-2# zoneadm list -cv

...

1 myzone1 running /zones/myzone1 solaris shared

...

phys-schost-2# zlogin myzone1 beadm list -H

solaris;4391e8aa-b8d2-6da9-a5aa-d8b3e6ed6d9b;NR;/;606941184;static;1342165571

phys-schost-2# zfs set org.opensolaris.libbe:parentbe=8fe53702-16c3-eb21-ed85-d19af92c6bbd \

rpool/zones/myzone1/rpool/ROOT/solaris
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Solaris Volume Manager
Oracle Solaris Cluster 4.1ソフトウェアは Solaris Volume Managerソフトウェアをサ
ポートします。Oracle Solaris 11ドキュメントセットには、Solaris Volume Managerソ
フトウェアのドキュメントは含まれていません。ただし、Oracle Solaris 10 9/10リ
リースの『Solarisボリュームマネージャの管理』は、Oracle Solaris Cluster 4.1リ
リースでも有効であり、引き続き使用できます。

Geographic Edition Data Replication Guide for Oracle
Solaris Availability Suite
「アプリケーションリソースグループをAvailability Suiteの保護グループに追加する
方法」に関する手順で、次の手順が欠落しています。

追加するアプリケーションリソースグループが rawディスクデバイスグループで構
成されている場合、このデバイスグループをデバイスグループ名ではなくデータボ
リュームを使用してリソースグループ構成で指定する必要があります。これによ
り、アプリケーションリソースグループが保護グループに追加されたあとも、リ
ソースをモニターされたままにすることができます。

たとえば、デバイスグループ rawdgに対応するデータボリューム
/dev/global/rdsk/d1s0がある場合、アプリケーションリソースグループの
GlobalDevicePathsプロパティーは、次のようにデータボリュームを使用して設定す
る必要があります。

# clresourcegroup set -p GlobalDevicePaths=/dev/global/rdsk/d1s0 rawdg

マニュアルページ
このセクションでは、次のOracle Solaris Clusterマニュアルページの誤り、欠落、お
よび追加について説明します。

■ 55ページの「clzonecluster(1CL)」
■ 55ページの「ORCL.sapcenter(5)」
■ 55ページの「ORCL.saprepenq(5)」
■ 55ページの「ORCL.saprepenq_preempt(5)」
■ 56ページの「ORCL.sapstartsrv(5)」
■ 56ページの「scdpmd.conf(4)」
■ 56ページの「scha_check_app_user(1HA)」
■ 56ページの「SUNW.HAStoragePlus(5)」
■ 56ページの「SUNW.ScalDeviceGroup(5)」
■ 57ページの「SUNW.ScalMountPoint(5)」
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clzonecluster(1CL)
■ (クラスタの) ip-typeプロパティーでは、サポートされている値は sharedのみで
あると誤って記述されています。sharedと exclusiveの両方の ip-typesがサ
ポートされます。

■ privnetリソース名に誤ってハイフンが含まれています (priv-net)。正しいリ
ソース名は privnetです。

ORCL.sapcenter(5)
■ 「説明」セクションで 7番目の箇条書きは、次のように読む必要があります。
リソースグループの弱い肯定的なアフィニティーでは、SAP Central Serviceリ
ソースグループは SAP Replicated Enqueueリソースグループがオンラインである
ノードにフェイルオーバーすることを保証する必要がありま
す。ORCL.saprepenq_preemptリソースが構成されていない場合は、SAP Central
Serviceリソースグループが起動する前にReplicated Enqueue Serverリソースグ
ループがフェイルオーバーターゲットノードからオフロードされるように、強く
て否定的なアフィニティーによって実装されている必要があります。

■ 例 1で、次のように変更します。

Change: -p resource_dependencies=bono-1,db-rs,scs-strt-rs

To: -p resource_dependencies=db-rs,scs-strt-rs

ORCL.saprepenq(5)
「説明」セクションで 7番目の箇条書きは、次のように読む必要があります。

リソースグループの弱い肯定的なアフィニティーでは、SAP Central Serviceリソース
グループは SAP Replicated Enqueueリソースグループがオンラインであるノードに
フェイルオーバーすることを保証する必要があります。ORCL.saprepenq_preemptリ
ソースが構成されていない場合は、SAP Central Serviceリソースグループが起動する
前にReplicated Enqueue Serverリソースグループがフェイルオーバーターゲット
ノードからオフロードされるように、強くて否定的なアフィニティーによって実装
されている必要があります。

ORCL.saprepenq_preempt(5)
「説明」セクションで 8番目の箇条書きは、次のように読む必要があります。

リソースグループの弱い肯定的なアフィニティーでは、SAP Central Serviceリソース
グループは SAP Replicated Enqueueリソースグループがオンラインであるノードに
フェイルオーバーすることを保証する必要があります。ORCL.saprepenq_preemptリ
ソースが構成されていない場合は、SAP Central Serviceリソースグループが起動する
前にReplicated Enqueue Serverリソースグループがフェイルオーバーターゲット
ノードからオフロードされるように、強くて否定的なアフィニティーによって実装
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されている必要があります。Replicated Enqueueプリエンプタリソースが構成されて
いる場合、このリソースのタスクは、エンキューテーブルがコピーされたあとで
Replicated Enqueue Serverリソースグループをスペアノードにオフロードすることで
す。

ORCL.sapstartsrv(5)
■ 「名前」セクションでリソースタイプを説明する文章は、次のように読む必要が
あります。

Oracle Solaris Cluster HA for SAP NetWeaverの sapstartsrvを処理するリソースタイ
プ実装

■ 例 1で、次のように変更します。

Change: /usr/cluster/bin/clrs create -d -g pas-rg -t sapstartsrv

To: /usr/cluster/bin/clrs create -d -g scs-rg -t sapstartsrv

scdpmd.conf(4)
Ping_intervalプロパティーの最小値が正しくありません。値は 20であり、60では
ありません。

scha_check_app_user(1HA)
このマニュアルページにおける「実効ユーザー ID」の使用法が正しくありませ
ん。すべての箇所で正しい用語は「実ユーザー ID」です。実ユーザー IDと実効
ユーザー IDの違いについては、setuid(2)のマニュアルページを参照してください。

SUNW.HAStoragePlus(5)
RebootOnFailureプロパティーの説明で 2番目の段落が正しくありません。正しい段
落は次のとおりです。

RebootOnFailureが TRUEに設定されてお
り、GlobalDevicePaths、FileSystemMountPoints、または Zpoolsプロパティーで指定
した各エントリで、使用可能なデバイスが少なくとも 1つ検出された場合、ローカ
ルシステムはリブートされます。ローカルシステムは、リソースがオンライン状態
のグローバルクラスタノードまたはゾーンクラスタノードを参照します。

SUNW.ScalDeviceGroup(5)
RebootOnFailureプロパティーの説明で 2番目の段落が正しくありません。正しい段
落は次のとおりです。

RebootOnFailureが TRUEに設定されてお
り、GlobalDevicePaths、FileSystemMountPoints、または Zpoolsプロパティーで指定
した各エントリで、使用可能なデバイスが少なくとも 1つ検出された場合、ローカ
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ルシステムはリブートされます。ローカルシステムは、リソースがオンライン状態
のグローバルクラスタノードまたはゾーンクラスタノードを参照します。

SUNW.ScalMountPoint(5)
RebootOnFailureプロパティーの説明で 2番目の段落が正しくありません。正しい段
落は次のとおりです。

RebootOnFailureが TRUEに設定されてお
り、GlobalDevicePaths、FileSystemMountPoints、または Zpoolsプロパティーで指定
した各エントリで、使用可能なデバイスが少なくとも 1つ検出された場合、ローカ
ルシステムはリブートされます。ローカルシステムは、リソースがオンライン状態
のグローバルクラスタノードまたはゾーンクラスタノードを参照します。
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ORCL.otd(5)のマニュアルページ

この付録では、Oracle Traffic Director用のOracle Solaris Clusterデータサービスで導入
された ORCL.otdリソースタイプについて説明します。

ORCL.otd(5)のマニュアルページ
ORCL.otd、otd - Oracle Traffic Directorのリソースタイプ実装

説明
ORCL.otdリソースタイプは、Oracle Solaris Cluster構成内のOracle Traffic Directorアプ
リケーションを表します。

ORCL.otdリソースタイプは、マルチマスターリソースです。これは、2つのうちのい
ずれかのモードで構成されるようにサポートされています。どちらのモードも
サーバーインスタンスは複数のノードで同時に実行することができますが、違いは
クライアントがサーバーインスタンスに接続する方法にあります。論理ホストが使
用される 1番目のモードでは、論理ホストリソースがオンラインであるノードに
よってリクエストが受信されます。共有アドレスを使用する 2番目のモードで
は、異なるインスタンスに受信クライアントリクエストを配布するためにOracle
Solaris Clusterソフトウェアのロードバランシング機能が使用されます。複数の論理
ホストを使用してサーバーインスタンスの使用率を向上させることができます。

ORCL.otdリソースタイプは、次のOracle Traffic Directorコマンドをそれらのコマンド
を所有する useridとして実行します。

■ $ORACLE_HOME/lib/parsexml
■ $INSTANCE_HOME/bin/startserv
■ $INSTANCE_HOME/bin/stopserv

A付 録 A
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Oracle Traffic Directorインスタンスは同じ useridの下にあるリソースによって起動さ
れます。これらのコマンドは、所有者が実行可能であり、所有者以外のユーザーは
書き込み可能ではありません。

clresource(1CL)を使用して、次のプロパティーを ORCL.otdリソースで設定する必要
があります。

標準プロパティー
すべてのスケーラブルリソースタイプに共通に適用される標準的なリソースプロパ
ティーに
は、Scalable、Network_resources_used、Port_list、Load_balancing_policy、およ
び Load_balancing_weightsがあります。共有アドレスロードバランシング機能の動
作を制御するプロパティーには、 Scalable、Network_resources_used、Port_list

、Load_balancing_policy、および Load_balancing_weightsがありますが、これらは
共有アドレスを使用して ORCL.otdリソースタイプが構成されているときのみ該当し
ます。

次のリソースプロパティーの詳細は、r_properties(5)のマニュアルページを参照し
てください。

Load_balancing_policy

カテゴリ オプション

データ型 文字列

デフォル
ト

Lb_weighted

チューニ
ング可能

作成時

Load_balancing_weights

カテゴリ オプション

データ型 文字列配列

デフォル
ト

NULL

チューニ
ング可能

すべての時間

Network_resources_used

カテゴリ 条件付き/オプション

データ型 文字列配列
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デフォル
ト

Null

チューニ
ング可能

作成時

Resource_dependencies

カテゴリ オプション

デフォル
ト

Null

データ型 文字列配列

チューニ
ング可能

すべての時間

Port_list

カテゴリ 必須

データ型 文字列配列

デフォル
ト

80/tcp

チューニ
ング可能

無効時

Retry_count

カテゴリ 条件付き

最小 0

最大 10

デフォル
ト

2

チューニ
ング可能

すべての時間

Retry_interval

カテゴリ 条件付き

最小 0

最大 3600

デフォル
ト

620
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チューニ
ング可能

すべての時間

Thorough_probe_interval

カテゴリ 条件付き

最小 0

最大 3600

デフォル
ト

60

チューニ
ング可能

すべての時間

拡張プロパティー
Oracle_home

カテゴリ 必須

データ型 文字列

デフォル
ト

--- 未設定 ---

チューニ
ング可能

無効時

このプロパティーは、Oracle Traffic Directorインストールのホームディレクトリの
パス名のノード単位の文字列です。リソース作成時に各ノードに対してこのプロ
パティーを指定する必要があります。

Instance_home

カテゴリ 必須

データ型 文字列

デフォル
ト

--- 未設定 ---

チューニ
ング可能

無効時

このプロパティーは、Oracle Traffic Directorインスタンスディレクトリのパス名の
ノード単位の文字列です。リソース作成時に各ノードに対してこのプロパ
ティーを指定する必要があります。

Server_URL

カテゴリ 必須
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データ型 文字列

デフォル
ト

Null

チューニ
ング可能

すべての時間

デフォルトで、Oracle Traffic Directorサーバーインスタンスは、localhost:port (論
理ホストの使用時)または shared_address:port (共有アドレスの使用時)を介して
検索されます。

このプロパティーでは、Oracle Traffic Directorサーバーインスタンスをモニターす
る代替URLを指定できます。障害モニターは、指定されたURLに対して HTTP GET

コマンドを定期的に実行し、HTTPリクエストが応答コード 500 "Internal Server

Error"でHTTPリクエストを返す場合、または構成されたタイムアウト期間内に
アプリケーションサーバーが応答しない場合は、アクションを実行します。

Monitor_retry_count

カテゴリ 必須

データ型 整数

最小 -1

デフォル
ト

4

チューニ
ング可能

すべての時間

障害モニターの再起動を制御します。このプロパティーは、障害モニターがプロ
セスモニター機能によって再起動される回数を示し、pmfadm(1M)コマンドに渡さ
れる -nオプションに対応します。再起動の回数は指定された時間枠内でカウント
されます。詳細については、Monitor_retry_intervalプロパティーを参照してく
ださい。このプロパティーは、Webサーバーではなく、障害モニター自身の再起
動回数を表します。Webサーバーの再起動は、システム定義のプロパティー
Thorough_probe_interval、Retry_interval、および Retry_countによって、それぞ
れの説明の指定に従い制御されます。詳細は、clresource(1CL)のマニュアル
ページを参照してください。このプロパティーの値は任意の時点で変更できま
す。

Monitor_retry_interval

カテゴリ 必須

データ型 整数

最小 -1

デフォル
ト

2
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チューニ
ング可能

すべての時間

障害モニターで問題がカウントされる時間 (分数)を表し、pmfadm(1M)コマンドに
渡される -tオプションに対応します。障害モニターで問題が発見された回数が
Monitor_retry_countの値を超過すると、プロセスモニター機能は障害モニターを
再起動しません。このプロパティーの値は任意の時点で変更できます。

Probe_timeout

カテゴリ 必須

データ型 整数

最小 15

デフォル
ト

90

チューニ
ング可能

すべての時間

このプロパティーは、Oracle Traffic Directorインスタンスを検証するために障害モ
ニターで使用されるタイムアウト値 (秒)です。このプロパティーの値は任意の時
点で変更できます。

Num_probes

カテゴリ 必須

データ型 整数

最小 1

デフォル
ト

2

チューニ
ング可能

すべての時間

このプロパティーは、障害モニターがOracle Traffic Directorサーバーインスタンス
上でアクションを実行する前の検証中にタイムアウトできる回数を示します。こ
のプロパティーの値は任意の時点で変更できます。

例
このセクションのすべての例では、次の前提があるものとします。

Oracle Traffic Directorソフトウェアは、クラスタ化ファイルシステムの
/global/otd/otd-homeディレクトリで次のようにインストールされています。

■ クラスタ化ファイルシステムは、別のリソース otd-gfs-rs内にあります。
■ リソースグループは、otd-hasp-rgです。
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■ マウントポイントは、/global/otdです。

Oracle Traffic Directorサーバーの Instance_homeディレクトリは、インストールと同
じクラスタ化ファイルシステム上にありますが、各ノードには独自のサーバー
Instance_homeディレクトリがあります。このセクションの例では、ノードとディレ
クトリは次のとおりです。

node1: /global/otd/otd-1/net-otd-a

node2: /global/otd/otd-2/net-otd-a

node3: /global/otd/otd-3/net-otd-a

node4: /global/otd/otd-4/net-otd-a

次のコマンドを使用してOracle Traffic Directorリソースタイプを登録します。

# clresourcetype register ORCL.otd

例 A–1 論理ホストで使用するOracle Traffic Directorリソースの作成

この例では、Oracle Traffic Directorリソース otd-rsをリソースグループ otd-rgに作成
します。4ノードクラスタの 4つのノードすべてで同時実行するように構成されま
す。

論理ホストが使用されているエージェント構成で、Oracle Traffic Directorサーバーイ
ンスタンスはすべてのアドレス INADDR_ANYで待機するように構成される必要があり
ます。これにより、障害モニターはデフォルトの Port_List, 80/tcpを使用して各
ノードの localhostアドレスに接続できます。クライアントは、論理ホストリソース
lh-rs (リソースグループ lh-rgに含まれる)で構成された IPアドレスを使用しま
す。ホスト名 otd-a-lhは、クラスタによって使用されるネームサービス内、および
サーバーインスタンスにアクセスするクライアント内で構成されます。

この例の論理ホストを作成するには:

# clresourcegroup create -p Nodelist="node1,node2,node3,node4"
-p Failback=True lh-rg \

# clreslogicalhostname create -g lh-rg -h otd-a-lh lh-rs \

# clresourcegroup online -eM lh-rg

論理ホストからOracle Traffic Directorの実行中インスタンスがあるノードへの自動
フェイルオーバーを容易にするには:

■ 論理ホストリソースグループは、Oracle Traffic Directorリソースグループへの
フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティーを持っている必要があ
ります。

■ 論理ホストリソースは、ローカルノードスコープのOracle Traffic Directorリ
ソース上でオフライン再起動依存関係も持っている必要があります。

Oracle Traffic Directorリソースグループおよびリソースを作成するには、次の手順を
実行します。
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例 A–1 論理ホストで使用するOracle Traffic Directorリソースの作成 (続き)

# clresourcegroup create -S otd-rg \

# clresourcetype register ORCL.otd \

# clresource create -g otd-rg -t ORCL.otd \

-p ORACLE_HOME=/global/otd/otd-home \

-p INSTANCE_HOME{node1}=/global/otd/otd-1/net-otd-a \

-p INSTANCE_HOME{node2}=/global/otd/otd-2/net-otd-a \

-p INSTANCE_HOME{node3}=/global/otd/otd-3/net-otd-a \

-p INSTANCE_HOME{node4}=/global/otd/otd-4/net-otd-a \

-p Resource_dependencies_offline_restart=otd-gfs-rs \

-p Port_List=80/tcp otd-rs \

# clresourcegroup set -p RG_affinities+=+++otd-rg lh-rg \

# clresource set -p Resource_dependencies_offline_restart+=otd-rs{local_node} lh-rs

例 A–2 共有アドレスで使用するOracle Traffic Directorリソースの作成

この例では、otd-rgという名前のOracle Traffic Director otd-rsリソースを、4ノード
クラスタの 4つのノードすべてで同時実行するように構成されたリソースグループ
web-rg に作成します。

Oracle Traffic Directorサーバーインスタンスは、ポート 80で待機するように構成さ
れ、 SharedAddressリソース sa-rs (リソースグループ sa-rgに含まれる)で構成され
た IPアドレスを使用します。ホスト名 otd-a-saは、クラスタによって使用される
ネームサービス内、およびサーバーインスタンスにアクセスするクライアント内で
構成されます。

この例の共有アドレスリソースグループおよびリソースを作成するには、次の手順
を実行します。

# clresourcegroup create sa-rg \

# clressharedaddress create -g sa-rg -h otd-a-sa sa-rs \

# clresourcegroup online -eM sa-rg

Oracle Traffic Directorリソースグループおよびリソースを作成するには、次の手順を
実行します。

# clresourcegroup create -S otd-rg \

# clresourcetype register ORCL.otd \

# clresource create -g otd-rg -t ORCL.otd \

-p ORACLE_HOME=/global/otd/otd-home \

-p INSTANCE_HOME{node1}=/global/otd/otd-1/net-otd-a \

-p INSTANCE_HOME{node2}=/global/otd/otd-2/net-otd-a \

-p INSTANCE_HOME{node3}=/global/otd/otd-3/net-otd-a \

-p INSTANCE_HOME{node4}=/global/otd/otd-4/net-otd-a \

-p Resource_dependencies_offline_restart=otd-gfs-rs \

-p Resource_dependencies=sa-rs \

-p Port_List=80/tcp \

-p Scalable=True \

otd-rs
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例 A–3 代替モニタリング Server_URLの設定

特定のURLを検証するようにエージェント障害モニターを構成するに
は、Server_URL拡張プロパティーでプローブするURLを指定します。

次の例では、Server_URL拡張プロパティーの設定方法を示します。この場合の
Oracle Traffic Directorサーバーインスタンスは、統計モニタリングが有効で
http://localhost:80/stats-xml URLに設定されるように構成されます。

# clresource set -p server_url="http://localhost:80/stats-xml" \

otd-rs

属性
次の属性の説明は、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用可能 ha-cluster/data-service/ORCLscotd

関連項目
clresource(1CL)、clressharedaddress(1CL)、clreslogicalhostname(1CL)、
clresourcetype(1CL)、clresourcegroup(1CL)、pmfadm(1M)、
attributes(5)、r_properties(5)、scalable_service(5)
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